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ASIAのAmenityBusiness Community-Power Spot関西を実現し、

関西の元気を取り戻そう！
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一般社団法人関西経済同友会

「アジアが選ぶ関西」を考える委員会





【1】はじめに

KAN：観光振興、SA：産業振興、 1：移住振興で

ASIAのAmenityBusiness Community-Power Spot関西を実現し、関西の元気を取り戻そう！
【3】提言：「KAN：観光振興、 SA:産業振興、 1：移住振興で、ASIAの

関西経済同友会

「アジアが選ぶ関西」を考える委員会

国難とも言える現状を打破して、日本が元気を取り戻すためには、多種多様なソフトパワーを持つ関西の地域カ

を発揮し、台頭するアジアのパワーを取り込み、関西が、アジアそして世界に開かれた人流・物流・資流・知流の

中枢となることが求められている。その一方で、関西の現状は、生産年齢人口の減少や、経済の低迷が続いてい

る。当委員会では、このような課題意識から、アジアの人から見た関西に対するニーズや関西の魅力を把握し、

それに応える関西の持つシーズや可能性、加えて新たな魅力について評価検討してきた。その結果、昨年度は、

関西統合型リゾートの設置を提言した。今年度は、観光振興、産業振興、移住振興の3つの観点から、関西が一

体的に連携し、アジアの視点での魅力を発信・提供することで、多くのアジアの人から関西が選ばれる方策を研

究し、提言としてまとめた。

【2】アプローチ

1現状分析

(1)ASIANのニーズ(K-Asian)

①教育・研究（留学生／研修生）

②起業・勧業（投資家／事業主）

③勤労・稼業（ビジネスマン／技術者）

(2)KANSAIのシーズ（漢雑）

①冠最（学術／研究／教育／産業／事業展開）

②観彩（コンテンツ／ソフト／イベント／エンターテインメント）

③歓祭（関西とアジアの競演／人の入り交じりの場づくり）

④貫歳（歴史を貫く世界遺産／名所・旧跡／新名所）

⑤勘オ（伝統芸能／工芸／文化／伝統発のイノベーション）

⑥感菜（多様な食の文化／関西が育む酒食との遭遇）

⑦巻財（関西の様々なシーズを取巻くサポート環境）

④健康・介護（患者／老人）

⑤暮らし・居住（長期滞在者／永住者）

⑥鑑賞・経験（趣味人）

⑦観光（観光客）

2．課題認識

/(1)ASIANから見た関西の魅力

く歴史・文化・観光＞

・温泉、食、建築、伝統文化など多彩な地域である

・ドラマ、アニメ、ゲーム、JPOPなどソフト文化に興味

・京都、奈良、神戸に関心が高い

く研究開発・産業＞

・再生医療やがん治療など高度医療に期待している

・連携したい高い技術、信頼性のある企業が多い

・京都大学、関西文化学術研究都市などレベルの高い

研究教育機関があり、研究・開発の中心と言える

く人・生活＞

•関西の人は情熱的でおもてなしの心を持っている

•韓国人、中国人、インド人のコミュニティが存在し、

(2)ASIANから見た関西の課題

く歴史・文化・観光＞

・MICE機能の強化が必要

•関西の認知度が低く、 情報発信も少ない

・観光客に対する利便性の向上（案内板、通訳、交通）

く研究開発・産業＞

・アジア諸国の大学・企業との産学連携が必要

・法人税が高く、進出しにくい

・日本で商売するとき手続きが複雑で法規制厳しい

・日本の企業と提携したいが、方法が分からない

く人・生活＞

・日本の高校留学時にホストファミリーが見つかりにくい

・留学時の生活費が高いがアルバイトに制約がある
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(3)まとめ く歴史・文化・観光＞＝KAN：観光振興、く研究開発・産業＞＝SA：産業振興、く人・生活＞＝I:

移住振興の3つの視点から、オール関西でアジアの人から見た関西の魅力を積極的に活用しながら、その課題

を解決する施策提言が必要。

3.ベンチマーク

(1)観光振興（過去の提言、関西統合型リゾート、デジタルアーカイブ、阪急ツーリストセンター）

(2)産業振興（シンガポールEDB、台湾ITSC、韓国KOTRA、大阪府・市・大商0-BIC、INVEST関西会議など）

(3)移住振興（過去の提言、大阪府専修学校各種学校連合会、関西アジア人協会など NPOの取組み）

(4)まとめ成功のポイントは、知識やノウハウ、キラーコンテンツ(Knowledge/Knowhow/Killer

Contents)を集積し(Accumulate)、ネットワーク化して(Network)、ワンストップで提供し(Simplify)、それ

を広くアピール／アナウンス(Appeal/Announce)することであり、特にそれらを主体的に進める組織

Initiativeが大切で ことがノ‘かった なち KANSAIが重である。

Amenity Business Community-Power Spot関西を実現し、関西の元気を取り戻そう！」
• Power Spot: 多様な人々が入り交じり、活気あふれ、新しいことが起こり、元気の出る地域

提言 I観光振興で AmenityPower Spot関西を実現すること
●昨年度、当委員会の提言した関西統合型リゾート(KIR)の早期実現を図ること！

具体的には、関西地域振興財団、大阪観光コンベンション協会や関西・大阪 21世紀協会など必要な部

署が近畿運輸局などと連携し、ワンストップで以下の推進を行うこと。

(1)関西の魅力発信（観光振興の視点で）

(2)必要な法規制の緩和などの国への要求も含め、統合型リゾート運営会社の誘致推進

(3)KIRの関西ミュージアムについては、以下の機能を持たせるように推進

•関西の文化・芸術・伝統の映像紹介、チケット予約からガイドまでのワンストップ・サービス機能

・映像による中小企業の技術紹介など産業情報の発信機能

(4)アジアからの留学生に観光ガイドを必須単位化

* Amenity: 自然、歴史的文化財、街並み、風景、地域文化、コミュニティの連帯、人情、地域的公共サービス（教育、医療、

福祉、犯罪防止など）、交通の便利さなどを含む生活環境

提言n産業振興で BusinessPower Spot関西を実現すること
●関西の中心地にあり、交通至便で多くの人々が集いやすい「うめきた」を HUBとした産業振興ワンストップ・

サービスを実現すること！

具体的には、関西へのインバウンド誘致組織（近畿経済産業局、ジェトロ、関連自治体、関連団体）の連携

窓口（コーディネータ）を置き、ワンストップで以下の推進を行うこと。

(1)関西の魅力発信（産業振興の視点で）

(2)アジアの政府・大学・企業の関西地区への誘致推進

(3)関西イノベーション国際総合戦略特区とアジア企業・大学との連携推進

(4)アジアとの新規事業創造のためのアジアビジネスコンペ

提言m移住振興で CommunityPower Spot関西を実現すること
●「うめきた」を HUBとした来日促進～受入支援～教育～就職～定住支援の移住振興ワンストップ・サー

ビスを実現すること！

具体的には、関西の留学対応組織（関西の各自治体および交流機関、高校、大専各、大学、大学院）

の連携窓口（コーディネータ）や留学生交流サロンを置き、ワンストップで以下の推進を行うこと。

(1)関西の魅力発信（移住振興の視点で）

(2)留学プロモーション（関西各大学、専門学校などの留学生制度をワンストップで活用できる仕組みづくり）

(3)留学生受入支援（魅力ある各種受入制度の整備など）

(4)教育／生活支援（英語での履修可能な学科・学部など大学のグローバル化を進めるなど）

(5)就職支援（企業でのインターンシップの拡大や起業家支援）

(6)定住支援（日本人とアジア人との交流の場の提供など）

【4】おわりに

3つの提言は、すべてに強いつながりがあり、関西が一体となり、制度設計の変更や規制緩和を含めたワン

ストップ・サービスを実現する全体推進体制づくりが大切である。本提言をベースに、関西広域連合や関西

地域振興財団を中心に、関西の関連経済団体、自治体が具体化検討を始めるべきである。

提言で示したそれぞれの機能は、将来的には、関西州の観光振興局、産業振興局、移住振興局として発展

することが期待できる。また、コスト的には、 KIRの収益を充当すれば、様々な施策を打つことができると考

える。

関西州(KansaiState)を目指し、国、自治体の関連機能を集約（関採：Aggregate)し、関西が一体連携
（環催 ：Network)し、心のこもったおもてなしを （寛際:Service)、アジアの国々 ／人々に発信 （刊載 ：

Announce)し、多数の集客・企業誘致・定住者を喚起する（還再：Invite)、アジアに愛され選ばれる関西の

実現に向け、上記提言が実行されることを願ってやまない。
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[1．はじめに

国難とも言える現状を打破して、日本が元気を取り戻すためには、多種多様なソフトパワー

を持つ関西の地域力を発揮し、台頭するアジアのパワーを取り込み、関西が、アジアそして世

界に開かれた人流・物流・資流・知流の中枢となることが求められている。

その一方で、関西の現状は、生産年齢人口の減少や経済の低迷が続いている。

当委員会では、昨年度から2年間にわたり、このような課題意識から、アジアの人から見た

関西の魅力やニーズを把握し、それに応える関西の持つシーズや可能性、加えて新たな魅

力について評価検討してきた。

昨年度は、アジアの人から見た関西の魅力や課題について、関連機関や有識者へのヒア

リングを中心に調査研究を行い、関西統合型リゾート(KIR)Iを「舞洲」に建設することで地域

経済発展の新たな拠点作りを提言した。

今年度は、それまでの委員会の議論を踏まえ、観光振興、産業振興、移住振興の3つの観

点から、関西が一体的に連携し、アジアの視点での魅力を発信・提供することで、多くのアジ

アの人から関西が選ばれる方策を研究し、関西がアジアの Amenity2、Business、Community

Power Spot3 (ABC-PowerSpot)となるべく提言をまとめた。

この過程で、 KANSAIという言葉や響きが持つ深い意味や言霊についても再発見できた。

第2章のアプローチでは、まず、既存の様々なデータからアジアの人の日本へのニーズ、

関西の持つシーズの現状を分析した。この結果をベースに、当委員会主催の講演会、ヒアリ

ングから、関西の魅力と関西の課題を抽出し、この課題解決のために、視察調査などのベン

チマークを行った。

第3章では、第2章までの結果を踏まえ、 3つの視点から、アジアから関西が選ばれるため

の提言を行った。

1 KIR Kansai Integrated Resort（付録6、資料2)
2 Amenity：市場価格では評価できないものを含む生活環境であり 、自然、 歴史的文化財、街並み、
風景、地域文化、コミ ュニティの連帯、人情、地域的公共サービス（教育、医療、福祉、犯罪防止
など）、交通の便利さなどを内容としている
3 PowerSpot：多様な人々 が入り交じり、活気あふれ、新しいことが起こり、元気の出る地域

ー



|2．アプローチ I

2-1 現状分析

アジアの人の関西に対するニーズを把握するために、まず、アジアの人の日本に対する

ニーズ分析をすることが必要である。KANSAIという言葉を並べなおすと、 K-ASIANとなる。

そこで Kというキーワードで、様々なアジアの人の日本に対するニーズについて整理すると

(1)の①から⑦に分類できることが分かった。次に、関西が持つシーズは、漢雑（かんさい）と

いうことで、様々 なKANSAIという音を持つ漢字に当てはめ、 (2)の①から⑦に分類することが

できた。

このことからも、アジアと関西のかかわりが言葉の上でもいかに深いかが認識された。

(l)ASIANのニーズ(K-Asian)

ASIANのニーズ分析にあたって、 Kがつく言葉を用いた以下の7つの分類で、関連データ

を付録1のように収集した。その結果、以下のことが分かった。

①教育・研究（留学生／研修生）

• 中国、韓国は親日国ではないが、日本に来る留学生比率は高い。

・ インド、インドネシア、マレーシア、 ベトナムは、親日国ではあるが、欧米への留学生の

比率が高い。

②起業・勧業（投資家／事業主）

・ 中期では、中国、インド、ベトナム、タイ、インドネシア、韓国、台湾を有望な国と捉えて

いる。

• 長期的には、インド、中国、ベトナム、タイ、インドネシアを有望な投資対象として捉えて

いる。

・ 中長期とも日本は投資対象として視野には入っていない。

③勤労・稼業（ビジネスマン／技術者）

・ フィリピン人の職業トップを見ると、日本ではなかなか就けない看護師や電気工事士の

ような資格の必要な職業にも日本以外の海外で多く就労していることが分かる。

④健康・介護（患者／老人）

・ アジア諸国では、タイ、シンガポール、インド、マレーシアで医療ツーリストを多く受入れ、

大きな収入源となっている。

• また、韓国は2009年に医療法改正し、 2020年に 100万人の医療ツーリスト受入れを考

えており、日本の対応には大きな遅れがある。
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⑤暮らし・居住（長期滞在者／永住者）

・ 大阪は、意外にも、アジアで一番暮らしやすい都市にランクされている。

⑥鑑賞・経験（趣味人）

・ アニメ、まんが、ゲーム、ファッション、日本食に関心を持つアジア人は多い。

・ 逆に、日本の映画、音楽、伝統文化や地域ブランドヘのアジア人の関心は低い。

⑦観光（観光客）

• 初来日の目的として、食、買い物、繁華街の街歩き、自然・景勝地としているが、リピー

ト時は、スキー、ゴルフ、四季の体感・温泉入浴など経験型の観光を目的としている人

が多い。

(2)KANSAIのシーズ（漢雑）

KANSAIのシーズ分析にあたって、以下の7つの分類で、関連データを付録2のように収集

した。その結果、以下のことが分かった。

①冠最（学術／研究／教育／産業／事業展開）

• ノーベル賞受賞者を数多く輩出している京都大学、大阪大学などの世界に冠たる大学

や、関西文化学術研究都市、神戸医療都市などの世界の最たる産業集積地がある。

②観彩 （コンテンツ／ソフト／イベント／エンターテインメント）

• 関西にある博物館と映画館の数は全国1位であり、宝塚歌劇や吉本興業など、多くの

集客数を誇る独特のエンターテインメントがある。

③歓祭（関西とアジアの競演／人の入り交じりの場づくり）

• Sibos2012大阪（国際金融グローバルフォーラム）の成功のように、関西では毎年500件

程度の国際会議が開催され、約 25,000人の外国人参加者が訪れている。

・ 祇園祭、天神祭など日本の歴史・文化を象徴する祭りも多い。

④貫歳（歴史を貫く世界遺産／名所・旧跡／新名所）

• 関西には世界遺産スポットが5カ所、 国宝も 600、重要文化財も6,000件あり、アジア有

数の歴史文化拠点と言える。

⑤勘オ（伝統芸能／工芸／文化／伝統発のイノベーション）

・ 歌舞伎、能・狂言、文楽、雅楽など日本が世界に誇れる古典芸能は関西が発祥である

ものが多い。

• 清水焼、信楽焼や西陣織、京友禅、堺打刃物、奈良筆などの伝統工芸も盛んである。
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⑥感菜（多様な食の文化／関西が育む酒食との遭遇）

・ 茶道は 16世紀に大阪で生まれ、懐石料理は茶道から派生し京都で生まれた。

・ ミシュランガイドがあるのは、アジアでは、東京、香港と関西（大阪、京都、神戸、奈良）

のみである。

⑦巻財（関西の様々なシーズを取巻くサポート環境）

• 4,000メートル級の複数滑走路や LCC専用ターミナルを持ち、完全 24時間運用可能

な海上空港である関西国際空港と国内各地と関西を結ぶ都市型 HUB空港として位置

づけられる大阪国際空港や大型客船が多数入港する神戸港などがあり、さらには高速

道路網や鉄道網が発達している。

2-2課題認識

関西では、 2005年から 2015年までの 10年間で2.5％の人口減少が予測されているが、 15

歳未満では 16％減少し、 15歳～64歳のいわゆる生産年齢人口は 11％減少、逆に 65歳以

上の老齢人口は 36％増という少子高齢化・生産年齢人口減少時代を迎えている。また、 2012

年度の GDP前年比は名目、実質とも全国平均を大きく下回っている（付録3)。

このような課題認識を踏まえ、さらに、 2-1の現状分析をベースに、当委員会主催のタイ、

インドネシア、韓国の各知識人による講演会や、関西在住アジア人やアジア関連諸団体への

ヒアリングによって以下の3つの分野でアジアから見た関西の魅力と課題について整理した

(P16委員会の活動記録、付録4)。

(l)ASIANから見た関西の魅力

く歴史・文化・観光＞

・ 日本の歴史文化の中心地である。

・ 温泉、食、建築、伝統文化など多彩な地域である。

・ ドラマ、アニメ、ゲーム、JPOPなどのソフト文化に興味を持っている。

・ 歴史と文化の薫り高い京都や奈良、港町の風情が色濃く漂う神戸に関心が高い。

・ 交通インフラについては、関西国際空港と大阪国際空港を一体的に運営する新関西

国際空港（株ができ、 LCCの拡大などでアジアからのアクセスが良い。また、神戸港、大

阪港が一体となった阪神港は、クルーズ客船などの大型客船の入港も可能である。

く研究開発・産業＞

• 特色ある産業（繊維・化学・医薬品・家電・電子部品・半導体）や技術（環境エネル

ギー・医療技術、中小企業を含めた巧みの技術）がある。

高い技術、高品質、信頼性の闇い商品、サービスで関西企業は魅力的なパートナーと

なる。

4
 



・ 京都大学、大阪大学、また、関西文化学術研究都市、京コンピューターなどレベルの

高い教育機関や研究施設があり、研究・開発の中心と言える。

・ 再生医療や先端医薬品など高度医療に期待している。

・ ビジネス提携やビジネスマッチングなどを求めて関西を訪れるアジア人が多い。

く人・生活＞

• 関西の人ぱ「青熱的でおもてなしの心を持っている。

• 神戸元町の中華街、大阪の心斎橋はにぎやか好きな中国人にとって興味深い街。

• 韓国人、中国人、インド人のコミュニティが存在し、親しみやすい。

• 安心、安全で暮らしやすい地域。

・ 首都圏に比べて比較的安価に生活ができる。

(2)ASIANから見た関西の課題

く歴史・文化・観光＞

• MICE4機能が分散し一体連携していない。

• 関西の認知度が低く、情報発信も少ない。

・ 大阪、京都など取り組みがばらばらでアジアから見た関西がまとまって見えにくい。

・ 観光客に対する利便性が低い（案内板の多言語化、観光通訳、 交通網の整備など）。

・ 日本の物価が高いイメージが固定化している。

・ ビザが取得しにくい。

く研究開発・産業＞

・ 大学などの入学制度などのグローバル化が遅れている。

・ アジア諸国との産学連携が弱い。

・ 日本の企業と提携したいが、どうすればいいか分からない。

・ 日本でビジネスを開始する際、たとえば、技術のある日本企業を探す場合に、得られる

情報が少ない。

・ 法人税やエネルギーコストが高く、進出しにくい。

• FTA交渉にも熱心でない。

・ 日本で商売をしたくても手続きが複雑で法規制も厳しい。

・ 商談時の通訳者が少ない。

く人・生活＞

・ アジア各国で、日本語を学ぶ学生が減ってきている。

・ 定住するには日本語の壁や文化の壁がまだある。

4 MICE: Meeting, Incentive, Convention/Conference, Exhibition 
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• 高校留学時にホストファミリーが見つかりにくい。

・ 留学するには、生活費が高いがアルバイトに制約がある。

・ アジアからの留学生は就職できれば日本に定住したいと思う人は多いが、卒業しても

仕事が見つかりにくい。

・ 医療通訳が少なく安心して治療を受けにくい。

・ 看護師・介護福祉士試験が難しすぎる。

・ アジア人に偏見を持つ日本人も多い。

(3)まとめ

以上の3つの分野を、く歴史・文化・観光＞＝KAN：観光振興、＜研究開発・産業＞＝SA:

産業振興、く人・生活＞＝I：移住振興とみると、ここでもKANSAIという言葉と強化、実施すべ

きことが結びつく。この3つの視点で、アジアの人から見た関西の魅力をオール関西で積極的

に活用しながら、アジアの人から見た関西の課題を解決する施策を提言し、実践することが、

関西がアジアから選ばれ、多くのアジアの人が関西を訪れ、その結果、関西を元気にすること

につながると考える。

2-3ベンチマーク

上記の課題認識をベースに、調査研究あるいは現場視察などを行った結果、それぞれの

振興策について有力なベンチマーク先を例示して以下に述べる。

(1)観光振興

①過去の提言

・ 過去の関西経済同友会の観光関連の提言分析から、関西の新たな魅力をつくること、

アジアの様々な言語に対応した生活環境をつくること、関西の魅力をうまく発信すること

が重要であることが分かった（付録5)。

②KIR 

． 昨年度の当委員会の提言に示したようにシンガポールやメルボルンの観光客や税収
の伸びは、マリーナベイサンズやセントーサ島やクラウンエンターテイメントコンプレック

スなどのカジノを含む統合型リゾートの影響が大きいことが分かった（付録6、資料2)。

③デジタルアーカイプ

・ 欧米の博物館では、コンテンツをデジタルアーカイブ化することにより世界に発信し、

集客に結び付けてしヽる (http:/'国ww.jagat.or.jp/vehiclc/T]TLE.{I~9.go氏aitpu:masp)。
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④阪急ツーリストセンター

・ 梅田の観光案内所「阪急ツーリストセンター」では、アジア人留学生を使って、日本語、

英語、中国語、韓国語の4カ国での案内がされており、アジアからの観光客に好評を得

てしヽる (htt~叫生kei zai .b iz/headl ine/ l252/)。

(2)産業振興

①シンガポールEDB

・ シンガポールは約 7,000社の多国籍企業が拠点を有し、 一人当たりの名目 GDPでは

日本を抜いてアジア1位である。このような発展の原動力は、 1961年にシンガポール政

府によって設立された経済開発庁(EDB)であり、進出企業向けに、入国管理、資金調

達、ベストのインフラ、人材、税率（法人税 17％など）をワンストップで提供している

（付録7)。

②台湾

・ 台湾貿易センターは、 1,000を超える常設展示場を備えた国際展示場、 3,000人ホー

ルを有する国際会議場、グランドハイアット台北ホテル、ランドマークである台北101が

コンパクトに集積され、さらに、韓国の大韓貿易振興公社(KOTRA)などの各国貿易事

務所も入居しており、年間 500万人のビジネスマンを中心に集客している（付録8)。

・ 台湾の行政院世界企業誘致総合サービスセンター(InvestTaiwan Service Center) 

では、 30名の専門スタッフが常駐し、台湾への進出企業に対して、マーケティング情報、

土地、人材の探索、 会社設立のための各種手続きから従業員の生活支援にいたるま

でワンストップで無料サービスを提供している。

• 新竹サイエンスパークは、台湾で最も発展した地域であり、半導体、 PC産業、ディスプ

レイ産業が集積し、 477社、 15万人の雇用を生み出し、約3兆円の売上高を誇っている。

この原動力となったのが、工業技術研究院(ITRI)であり、米国シリコンバレーや隣接す

る精華大学や交通大学と連携し、 ベンチャー起業促進を図り、産業エコシステム（研究、

開発、材料、部品、組み立て、物流、販売までの様々な企業群をネットワーク化した産

業クラスター）を構築することで産業育成を行っている。

③韓国 KOTRA

• 韓国 KOTRAは、①顧客中心の考えをベースに顧客が望む最高のサービス提供、②

創意的、情熱的な姿勢で、新しい市場を開拓、③献身と奉仕する姿勢で社会貢献に

率先した取組み、④グローバルマインドを備えたグローバル人材を育成し韓国経済の

発展に寄与、をコンセプトとして、世界 119カ所で、貿易振興、投資誘致の活動を展開

している。

(P18当委員会主催講演会「韓国の産業政策と KOTRAの取り組み」）
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• また、 KOTRAは、政府と一体となり、韓国への投資企業のため、立地支援（情報提供、

租税減免：たとえば、条件によっては最初5年間 100%、さらに2年間50％減免されるな

ど）、雇用創出補助金、低い法人税(24.2%)、電気、水など安価なインフラ費、知的財

産権保護環境をワンストップで提供している。

④〇-BIC

・ 大阪では、府・市と大商が連携し、大阪外国企業誘致センター(0-BIC)を設立し、大

阪への進出を希望する外国企業、外国公館・経済団体、また大阪に2次進出を希望す

る在日外資系企業に対して、必要とされる情報を提供し、的確なアドバイスをするなど

キメ細かなサポート体制が整ったワンストップ・サービスを提供する基盤を有している。

(l、tt~/)

⑤INVEST関西会議

・ 近畿経済産業局は、関西経済連合会、ジェトロ大阪本部、近畿商工会議所連合会との

連携で、 INVEST関西会議を発足させて、関西広域の対日投資促進に関する各種方

策検討やワンストップ・サービス窓口「INVEST関西デスク」をジェトロ大阪本部対日投

資・ビジネスサポートセンター(IBSC)内に設置している。

(h tt~、-K a nsai.jp/i n dex. ph p) 

⑥「うめきた」

「うめきた」では、 2013年春に、「未来が生まれ、大阪が変わり、時代が動き出す」という

コンセプトのもと、グランフロント大阪がオープンする。そこは、大阪の中心であるだけで

なく、 一 日平均250万人が乗降し、京都、神戸から 30分、関西全域とも強くつながって

いる場所である。また、関西国際空港、大阪国際空港などへのアクセスも容易で、国内

はもちろんアジアや世界と結びつく力をもつ場所である。

(http://w¥vw.granclfìOnt-osaka．且立）

(3)移住振興

①過去の提言

・ 一昨年度、関西経済同友会の「アジアとの共生を考える委員会」では、人材交流で関

西に活力を与えるため、留学生に着目し、関西に呼び込み、育て、定着させる方策を

検討した。その結果、留学生を呼び込むためのマーケティング、奨学金制度や住宅な

どの受入環境の整備、日本人との交流の場の設定などが重要であることが分かった

（付録5)。

②大阪府専修学校各種学校連合会

・ 大阪府専修学校各種学校連合会では、大阪府と連携し、優れた留学生を呼び込み大

阪の国際競争力を強化するため、大阪の魅力発信、アジア各国での日本留学プロ
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モーション、受入支援、奨学金制度、生活支援、就職支援などをワンストップで提供す

る計画を進めている（付録9)。

③NGO/NPO 

・ アジア協会アジア友の会(NGO)では、「誰もが生きていて良かったと思える」社会を目

指し、アジア各国で安全な水の確保や教育支援などを行い、関西のイメージアップ、

ファン作りを行っている（付録4)。

関西アジア人協会(NPO)では、在日アジア人と日本人の友好・親善を深めるため、各

国領事館と連携し、チャリティアジア歌謡祭の開催、アジア人から見た日本を語る会、

アジア料理を楽しむ会などを主催している（付録4)。

④移民政策委員会

・ 移民政策に関しては、様々な意見があるが、留学生を受け入れ、育て、定住させるよう

な育成型の移民政策に反対する人は少なかった。

(P17当委員会共催講演会「移民国家宣言～人口減少と移民受け入れについて～」）

(4)まとめ

以上のベンチマークから、成功のポイントは、

K: 知識やノウハウ、キラーコンテンツ(Knowledge、Knowhow/Killer Contents)を

A: 集約・集積(Aggregate/Accumulate)し、

N: ネットワーク化（Network)して、

s: ワンストップで提供（Simplify)し、
A: それを広くアヒ ー゚ル・アナウンス(Appeal/Announce)することであり、

I : 特に上記を主体的かつ強力に牽引する組織（Initiative)が大切であることが分かった。

すなわち、『KANSAI』が重要である。

この考え方をベースに以下、当委員会の提言を行う。

，
 



区 （資料1)

KAN: 観光振興、 SA: 産業振興、 I: 移住振興で、 ASIA の Amenity Business 

Community-Power Spot関西を実現し、関西の元気を取り戻そう！

提言 I観光振興でAmenityPower Spot関西を実現すること

昨年度、当委員会が提言した関西統合型リゾート(KIR)の早期実現を図ること！

具体的には、関西地域振興財団、大阪観光コンベンション協会や関西・大阪 21世紀協会な

ど必要な部署が近畿運輸局などと連携し、ワンストップで以下の推進を行うこと。

これによって、 KIRをHUBに関西のシーズが有機的に結びつき関西全体がAmenityPower 

Spotとなる。

(1)関西の魅力発信

• 関西は魅力のある日本文化や先端産業の集積地であることや、治安も安定しており、

より安全な生活ができるということを以下の形で具体的に発信していく。

・ 外国向けポータルサイト／外国メディアの招聘／SNSを活用して、関西の魅力やイベン

ト、ビジネス、 観光、留学、生活、行政、緊急防災など様々な「青報をタイムリーに英語や

アジア諸国の言語で世界に発信する。

(2)必要な法規制の緩和などの国への要求も含め、統合型リゾート運営会社の誘致推進

・ 観光振興、産業振興、移住振興に寄与する誘致条件をカジノ依存症対策など含めて

検討する。

• KIR導入における収益構造や関西経済における効果を明確にする。

(3) KIRの関西ミュージアムについては、以下の機能を持たせるように推進

• 関西の文化・芸術・伝統(Killer Contents)の映像をアーカイブ(Accumulate)し、各地

の観光コンベンションセンターなどと連携し(Network)、チケッティングから、ガイド、IT

機器貸し出しまで簡単にして(Simplify)、 PR(Announce)し、観光集客（Invite)につなげ

る。

・ 産業情報発信機能（産業振興との連携、デジタルアーカイブで中小企業の技術紹介、

MICE機能の充実でアジアのバイオ企業や大学との交流など）を備える。

(4)アジアからの留学生に観光ガイドを必須単位化

・ 移住振興との連携を図る（ガイド中の旅行客の感想や課題を経路情報とともに把握し、

マーケティングに活用する）。
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提言Il 産業振興で BusinessPowerSpot関西を実現すること

関西の中心地にあり、交通至便で多くの人々が集いやすい「うめきた」を HUBとした産業振

興ワンストップ・サービスを実現すること！

具体的には、関西へのインバウンド誘致組織（近畿経済産業局、ジェトロ、関連自治体、関連

団体）の連携窓口（コーディネータ）を置き、ワンストップで以下の推進を行うこと。

これによって、「うめきた」を HUBに新しい産業が起こり、発展し、関西全体が Business

Power Spotとなる。

(1)関西の魅力発信（観光振興と共通だが、特に展示会情報やビジネス観光などの産業振

興の観点を重視した発信とする）

(2)アジアの政府・大学・企業の関西地区への誘致推進

• 韓国KOTRA、台湾ITRI、シンガポールEDBなどのアジア各国の産業振興部門の関西

オフィスを「うめきた」に誘致し、情報交換や産業創出共同推進体制を構築する。

• 関西企業・大学のシーズ情報提供・プロモーション、地域・市場情報、インセンティブ

（規制緩和、優遇制度）情報、中小企業技術マッチング、交渉支援（通訳）、土地・建物

紹介、人材紹介、法的手続き支援（会社登記、各種契約）、経営支援、生活環境支援

などをワンストップで提供する。

• 特に、優れた関西の中小企業の技術とアジアの企業・関連機関との連携やマッチング

を推進することで、アジアのニーズに応える。

・ アジアの企業がさらに進出しやすい環境づくりのため、 FTAの積極締結、法人税の引

き下げや、安価なエネルギーの提供について、強く国に働きかけていく。

(3)関西イノベーション国際総合戦略特区とアジア企業・大学との連携推進

• 関西イノベーション国際総合戦略特区の地域協議会や分野専門部会と連携し、研究

開発から商品化、市場形成にいたるまでのビジネス・エコシステム（エコロジ一生態系）

を描き、そこに必要なプレーヤーをアジアの大学や企業を含めた形でプロジェクト化し、

推進する。

• 特にライフイノベーションでは、神戸医療産業都市、北大阪、京都市内の特区と連携を

強化して、国際共同冶験やコホート研究5など、多くの実証や事例収集が必要なテーマ

については、アジアの大学、企業、病院などとの連携を図る。

• また、再生医療など先端医療技術や PETなど高度検診技術をアジア各国からのメディ

カルツーリズム促進の起爆剤として位置づけて推進する（アジアの患者ばかりでなく、

アジアの医師や看護師の教育も兼ねて推進し、必要な規制緩和も国に要望していく）。

・ 将来、ライフイノベーションにおける国際標準化が必要なテーマをあらかじめ洗い出し、

日本が主導してアジア各国と協力し、国際標準化議論を進める。

・ 連携を通じて医療関連のアジアの大学、企業の関西への進出を加速させる。

5特定の地域や集団に属する人々を対象に、長期間にわたってその人々の健康状態と生活習慣や環

境の状態など様々な要因との関係を調査する研究
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(4)アジアとの新規事業創造のためのアジアビジネスコンペ

・ 留学生やアジア人のアントレプレナーを対象にビジネスコンペを主催し、斬新な起業家

に資金援助する。

提言III 移住振興で CommunityPower Spot関西を実現すること

「うめきた」を HUBとした来日促進～受入支援～教育～就職～定住支援の移住振興ワンスト

ップ・サービスを実現すること！

具体的には、関西の留学対応組織（関西の各自治体および交流機関、高校、大専各、大学、

大学院）の連携窓口（コーディネータ）や留学生交流サロンを置いてワンストップで以下の推

進を行うこと。

これによって、「うめきた」を HUBにアジアの人の交流が盛んになり、関西全体が Community

Power Spotとなる。

(1)関西の魅力発信（観光振興と共通だが、特に大学紹介や受入支援情報などの移住振興

の観点を重視した発信とする）

(2)留学プロモーション

• 国内外の教育機関や経済団体と連携して、アジア各国での関西留学プロモーションを

行う（関西各大学、専門学校、高校などの留学生制度をワンストップで活用できる仕組

みづくり）。

(3)留学生受入支援

・ 保証人制度の見直しなど、必要な規制緩和を国に要望し、受入環境を整備する。

・ 事務諸手続きなどの支援や生活支援を行う（アパート提供、母国人および日本人など

のホストファミリーを紹介する）。

． 奨学金制度の充実や有償インターンシップ（観光通訳、医療通訳、医療看護など）を推
進する。

(4)教育／生活支援

・ 日本語教育体制の確立（現地、日本）、 日本語教師の資格認定制度の確立、留学生

に対する日本語教師陣による語学学習を充実する。

• AAH (Asian Academic High School)制度を創設する（アジアからの高校留学生を受

け入れ、英語と日本語による授業を行う特定高校、日本人の比率50％未満）。

・ 看護師試験などの制度改革（資格試験の外国人合格率のアップ、英語による専門試験

など）を国に要望する。

・ 英語での履修可能な学科・学部を増設する（特にグローバル 30の参加大学）。

単位互換制度（関西一円でアジアの大学との単位互換のスキームなど）を整え、アジア

からの留学を促進する。

アジア人との交流行事の拡大や学生（日本・外国人）の交流参加の必須単位化を図

る。
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(5)就職支援

• 関西の企業でのインターンシップの拡大、就職活動支援（エントリーシート作成、模擬

面接など）を推進する。

・ 起業活動支援（ベンチャーコンテストやベンチャーキャピタル紹介、事業計画、会社設

立手続き、ハンズオンなど）を行う。

• 今年度から法務省により高度人材に対する「学歴」「職歴」「収入」などの評価をベース

にしたポイント制による出入国管理上の優遇制度が導入されたが留学生にとってハー

ドルが高いので、ポイント基準を見直すとともに、永住権取得可能となるまでの留学生

の就職後のキャリアパスをきちんと見える化する。

(6)定住支援

• NPO法人の活動などを利用し、アジア人同士、日本人とアジア人、母国人コミュニティ

間の連携を促進する。

• 在留資格に関する制度や規制が様々あるが、高度人材および留学生に関してはさら

なる規制緩和を国に要望する。
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日．おわりに I

3つの提言は、すべてに強いつながりがあり、関西が一体となり、制度設計の変更や規制

緩和を含めたワンストップ・サービスを実現する全体推進体制づくりが大切である。本提言を

ベースに、関西広域連合や関西地域振興財団を中心に、関西の関連経済団体、自治体が

具体化検討を始めるべきである。

提言で示したそれぞれの機能は、将来的には、関西州の観光振興局、産業振興局、移住

振興局として発展することが期待できる。また、コスト的には、 KIRの収益を充当すれば、様々

な施策を打つことができると考える。

関西州 (Kansai State)を目指し、国、自治体の関連機能を集約（関採：Aggregate)

し、関西が一体連携（環催： Network) し、心のこもったおもてなし（寛際： Service)

を、アジアの国々／人々に発信（刊載： Announce) し、多数の集客・企業誘致・定住

者を喚起する（還再： Invite)、アジアに愛され選ばれる関西の実現に向け、上記提言

が実行されることを願ってやまない。

以上
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I.委員会の活動体制

【23年度：第 1部会、第 2部会の 2部会で推進】

「アジアが選ぶ関西」を考える委員会

【第 1部会】 【第2部会】

アジアが選ぶ関西部会 統合型リ ゾート部会

「アジアが選ぶ関西」 ■研究課題
を考える委員会 ①現状把握

【第 1部会】

アジアが選ぶ関西

部会

アジアから見た関西の現状と課題について、幅広く研究・調査を行う。

②課題分析・論点整理

高度教育・研究、医療・環境などの先端産業・事業、歴史・食・アニメ ・芸

能・エ芸などの多様な文化、観光・イベントなどの観点から、アジアの

ニーズ、関西のシーズや可能性、新たな魅力となる統合型リゾートな

どの課題を分析し、論点を整理する。

③まとめ

上記①②を踏まえ、今後の方向性やあるべき姿について提言をとりま

とめる。

委員会研究課題の①、②について調査・研究を実施。

【第2部会】 1委員会研究課題のうち特に②の「統合型リゾート」に関しての調査研究

統合型リゾート部会 を行い、提言としてとりまとめる。

【24年度： 1委員会として推進】

| 「アジアが選ぶ関西」を考える委員会 I

「アジアが選ぶ関西」 ■研究課題
を考える委員会 ①アジアから見た関西の現状と課題について、観光振興、産業振興、

移住振興の観点から研究 ・調査を行い、関西にアジアの ABC-PowerSpot

を実現するための方策について検討を行う。

②ABC-PowerSpotの実現に必要となる、それぞれの振興分野でのワンス

トップ・サービス導入について検討を行う。

③まとめ

上記①②を踏まえ、前年度の提言も含め、今後の方向性やあるべき姿

について提言をとりまとめる。
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II. 委員会の活動記録

内
，，、か文‘＾ゃヽ

2011年 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】正副委員長会議

6月 20日

6月 28日 1 【統合型リゾート部会】ヒアリング

・大阪府立大学 21世紀科学研究機構特別教授

大阪府立大学観光産業戦略研究所所長橋爪紳也 氏

7月 11日 1 【アジアが選ぶ関西部会】部会会合

7月 14日 【統合型リゾート部会】ヒアリング

（役職は当時）

・（株）プランテック総合計画事務所代表取締役 来海忠男氏

7月 29日 1 【統合型リゾート部会】講演会

8月 22日

8月 25日

・講師 大阪府立大学 21世紀科学研究機構特別教授

大阪府立大学観光産業戦略研究所所長 橋爪紳也 氏

・演題 統合型リゾートと地域の魅力構築を考える～IRの最新情勢について

【統合型リゾート部会】部会会合

【アジアが選ぶ関西部会】ヒアリング

• 関西広域機構（現：関西地域振興財団）主任調査役長尾正博氏

・歴史街道推進協議会企画調査部長松枝健夫氏

9月 8日 1 【アジアが選ぶ関西部会）ヒアリング

•太平洋アジア交流センター 専務理事藤田賢次氏

9月 13日 1 【アジアが選ぶ関西部会】ヒアリング

・大阪観光コンベンション協会 常務理事塩入栄氏

9月 14日 1 【統合型リゾート部会】ヒアリング

・ （株）グローバルミックス 代表取締役勝見博光氏

9月 21日 1 ［アジアが選ぶ関西部会】ヒアリング

・アジア協会アジア友の会 事務局長 村上公彦氏

・大阪 21世紀協会（現：関西 ・大阪21世紀協会）事務局長 佐々木洋三 氏

9月 22日 1 【統合型リゾート部会】ヒアリング

・大阪府都市魅力創造課

10月 5日1 【統合型リゾート部会】講演会

・ゲス ト 台北駐大阪経済文化孵事虚代表 黄諸侯氏（総領事に相当）

・講師 太平洋世界旅行株式会社社長呉佳政氏

・演題 台湾人観光客を惹きつける日本 ・関西の魅力

10月 13日1 【アジアが選ぶ関西部会】講演会

・講師 Y2KMedia Corp株式会社取締役松尾カニタ氏

・演題 在日タイ人の視点で捉えた「関西の魅力と課題」

10月 25日 1 ［統合型リゾート部会】部会会合
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11月21日 【アジアが選ぶ関西部会】ヒアリ ング

・スリランカ料理店 経営者サマン・ペラ氏

11月25日 【統合型リ ゾート部会】講演会

・講師 株式会社グローバルミックス 代表取締役 勝見博光氏

・演題 統合型リゾートによる都市再生

～カジノを含めたエンターテイ ンメン ト施設の戦略～

11月30日 【アジアが選ぶ関西部会】ヒアリング

• 関西アジア人協会 事務局長野村映次氏

12月9日 【統合型リゾート部会】【アジアが選ぶ関西部会】統合型リゾー ト調査団

~15日 ・シンガポール (EDB当局担当者へのヒアリング、マリーナ ・ベイ ・サンズ、

リゾート・ ワールド・センター）

・オーストラリア［メルボルン］ （クラウン・エンターテイメント ・コンプレックス）

12月26日 【統合型リゾート部会】部会会合

2012年 【統合型リ ゾー ト部会】部会会合

1月20日

2月 13日 【統合型リゾート部会】部会会合

2月21日 【統合型リゾー ト部会】

2月常任幹事会・幹事会において、小椋部会長が提言案について説明。承認される。

3月 2日 【統合型リゾート部会】

大阪経済記者クラブにおいて、小椋部会長が提言を発表。

3月 16日 【アジアが選ぶ関西部会】部会会合

4月 2日 【アジアが選ぶ関西部会】ヒ アリング

・日本アセアンセンター 観光交流部部長代理渕上柴慶氏

4月4日 【統合型リゾート部会】

小椋部会長が、自由民主党政務調査会にて提言をプレゼンテーション。

4月27日 ［「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】正副委員長会議

6月 14日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】講演会

・講師 インドネシア総領事 イブヌ ・ハディ 氏

・演題 インドネシアからみた関西の魅カ ・課題

【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】委員会会合

7月 3日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】ヒアリング

・大韓貿易振興公社 （韓国貿易センター大阪）KOTRA

9月 14日 【移民政策委員会】［「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】共催 講演会

・講師 一般社団法人移民政策研究所代表理事（所長）坂中 英徳 氏

・演題 移民国家宣言～人口崩壊には移民革命で～
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10月 10日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】台湾調査団

~12日 ・経済工業局（台日連携推進オフィス）、世界企業誘致総合サービスセンタ、新竹

サイエンスパーク、 工業技術研究院などへのヒアリング

10月 24日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会］委員会会合

11月 13日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】ヒアリング

・大阪府商工労働部／大阪市計画調整局

11月 28日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】委員会会合

12月 6日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】講演会

・講師 大韓貿易投資振興公社（韓国貿易センター大阪） KOTRA

全 柄錫氏（館長）、雀 煽櫂氏（投資チーム チームリーダー）

・演題韓国の産業政策と KOTRAの取り組み

【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】委員会会合

12月20日 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】

12月常任幹事会・幹事会において、原田委員長が提言案について説明。承認される。

2013年 【「アジアが選ぶ関西」を考える委員会】

1月 16日 大阪経済記者クラブにおいて、原田委員長が提言を発表。
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皿委員会名簿 2012年 12月20日現在

役名 氏名 勤務先
役職名

（順不同） （順不同）

委員長 原田雅俊 パナソニック（株） 常務役員関西代表

副委員長 青戸邦彦 （株）エヌ・ティ・ティ・アド 取締役西日本営業本部長

II 浅田信行 （株）大林組 執行役員

II 阿部雅行 トップツアー（株） 執行役員大阪支社長

II 井垣太介 北浜法律事務所・外国法共同事業 パートナー弁護士

II 井上浩一 有限責任あずさ監査法人 理事パートナー

FF 今井 雅則 戸田建設（株） 常務執行役員大阪支店長

II 宇澤 俊記 （株）全関西ケープルテレビジョン 取締役社長

＂ 小椋和平 三菱商事（株） 理事関西支社副支社長

II 長村泰彦 パナソニック（株） 理事関西渉外室室長

II 勝見博光 （株）グローバルミックス 代表取締役

FF 桂 知良 山一精エ（株） 取締役会長

II 加藤 商弘 日本航空（株） 執行役員西日本地区支配人

革嶋恒徳
医療法人メディカル春日会

理事長}} 

革嶋クリニック

JI 北島圭二 （株）ミライト・テクノロジーズ 取締役常務執行役員

II 北村陽 （株）大広 取締役常務執行役員

” 来海忠男 （株）プランテック総合計画事務所 取締役社長

II 木村靖夫 京阪電気鉄道（株）
執行役員事業統括室副室長

（観光担当）

II 久保明代 （株）プロスパー・コーポレーション 代表取締役

II 隈崎守臣 （株）コングレ 取締役社長

II 小西池透 大阪ガス（株） 理事広報部長

” 酒井真理 ピーチプロモーション（株） 代表取締役

” 阪口葉子 ユナイテッド航空 関西国際空港支店長

” 佐藤洋誓 （株）りそな銀行 執行役員

II 志賀茂 がんこフードサービス（株） 取締役社長

II 柴田 信 西日本旅客鉄道（株） 取締役兼常務執行役員

II 白水政治 全日本空輸（株） 執行役員大阪支店長

II 高舛啓次 （株）ロイヤルホテル 取締役副社長

＂ 辻 卓史 鴻池運輸（株） 取締役会長

I} 椿本哲也 椿本興業（株） 取締役社長

II 中務裕之 中務公認会計士・税理士事務所 所長

II 並木竜史 セガサミーホールディングス（株） 事業開発室兼大阪支店長
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II 難波正人 （株）竹中工務店 常務執行役員

II 西名弘明 オリックス（株） 取締役兼執行役副会長

II 長谷川 恵一 学校法人エール学園 理事長

II 福島伸一 新関西国際空港（株） 取締役会長

II 前中弘美 （株）日本旅行
取締役兼常務執行役員

西日本営業本部長

II 丸尾真哉 （株）JTB西日本 常務取締役

” 三浦清 （株）三井住友銀行 常務執行役員

II 山本高宏 近畿日本ツーリスト（株） 執行役員関西営業本部長

II 吉野国夫 （株）ダン計画研究所 代表取締役

委員 小）II 隆 山九（株） 執行役員関西エリア長

II 廣野研一 三菱地所（株） 大阪支店副支店長

II 藤井律子 （株）エヌ・プラクティス 代表取締役

スタッフ 守屋智博 パナソニック（株） 関西渉外室企画渉外総括部長

II 曽根裕文 パナソニック（株） 関西渉外室企画渉外部長

II 阿部光太郎 トップツアー（株） 大阪支社第一営業部部長

II 三宅正人 戸田建設（株） 副店長

II 大澤慶子 （株）全関西ケーブルテレビジョン 法人営業部

明新英範 三菱商事（株）
関西支社機械・新産業金融事業部

II 

新産業金融事業チームリーダー

＂ 桂 知伸 山一精エ（株） 取締役社長

I} 金澤浩史 日本航空（株） 関西地区法人販売部担当部長

II 寺元賢司 （株）ミライト・テクノロジーズ
営業本部西日本統括営業部

営業企画グループ課長代理

II 岩井琢磨 （株）大広
大阪ストラテジックプランニング局

コーポレートコミュニケーションセンター

＂ 吉城寿栄 京阪電気鉄道（株） 事業統括室観光担当課長

II 木村佳世 （株）プロスパー・コーポレーション 営業部営業一課マネージャー

II 二宗香苗 （株）コングレ 管理本部本部長代理

II 森藤晃仁 大阪ガス（株） 秘書部経営調査室課長

II 鎌田幸代 ピーチプロモーション（株） 司会・運営統括マネージャー

II 山嶋浩二 （株）りそな銀行
コーポレートガバナンス事務局

セクレタリアットオフィサー

II 橋本修男 西日本旅客鉄道（株） 営業本部部長

II 横山富三 全日本空輸（株） 大阪支店副支店長
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大阪支店第二販売部法人販売グルー
II 井上裕太 ANAセールス（株）

プリーダー

東京営業グループアジアマーケティ
II 竹中 幸三 （株）ロイヤルホテル

ング室スーパーバイザー

II 大河原治 椿本興業（株） 取締役執行役員

営業本部フ ロ゚ゾェ外開発推進本部西日
II 中村洋平 （株）竹中工務店

本3グルーフ 副゚部長

II 萩原大作 学校法人エール学園 校長

II 明野知樹 新関西国際空港（株） 秘書グループサブリーダー

II 関 敏弘 （株）日本旅行 マネージャー

＂ 塩見正成 （株）JTB西日本 交流文化部長

II 中西義史 （株）三井住友銀行 経営企画部金融調査室次長

I} 中永毅 近畿日本ツーリスト（株） 関西営業本部部長

II 中野裕行 近畿日本ツーリスト（株） 大阪法人旅行支店長

II 宮尾 展子 （株）ダン計画研究所 常務取締役研究主幹

代表幹事
絹川 直 （株）大林組 理事経営企画室大阪企画部部長

スタッフ

II 押尾 嘉之 （株）大林組 経営企画室大阪企画部課長

II 矢島健 （株）大林組 経営企画室大阪企画部企画課副課長

II 山本 卓彦 サントリーホールディングス（株） 大阪秘書室長

}} 吉岡 淳 サントリーホールディングス（株） 大阪秘書室部長

II 小倉由紀 サントリーホールディングス（株） 大阪秘書室課長

事務局 齊藤行巨 （一社）関西経済同友会 常任幹事 ・事務局長

II 松尾康弘 （一社）関西経済同友会 事務局次長兼企画調査部長

II 本宮亜希子 （一社）関西経済同友会 企画調査部
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⑥
鑑
賞
・
経
験
（
趣
味
人
）

ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

2 5  

中
国

香
港

•
生
国
製
の
z
—
メ
ー
と
ョ
ン
乏
広

If
よ
う
と
い
う
政
策
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
目
杢
r
D
.
Z
—
メ
ー
シ
ョ
と
の
ム
想
は
高
い
。
一
方
で
｀
日
本
風
に
つ

く
っ
た
と
思
わ
れ
る
韓
国
産
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
流
通
し
始
め
て
い
る
。
【
文
化
庁
l

・
2
0
0
5
年
に
ア
ニ
メ
関
連
企
業
の
売
上
総
額
は
推
定
3
9
0
0
万
米
ド
ル
で
あ
る
。
中
期
的
に
は
1.
3
億
米
ド
ル
程
度
ま
で
膨
ら
む
と
予
想
さ
れ
る

・2
0
04
年
中
国
ア
ニ
メ
放
映
合
計
時
間
ペ
ス
ト
15
に
は
、
日
本
は
11
作
品
、
中
国
3
作
品
、
米
国
1
作
品
が
入
っ
て
い
る
。
2
0
0
4
年
ア
ニ
メ
売
上
げ
日
本
関
連
企
業
は
現
在
、
約
6
割
を
占
め
る
2
,
3
0
0
万
米
ド
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
【
経
済
産
業
省
】

ア
ニ
メ
収
入
は
日
本
6
3
.5
%
中
国
1
.3
%
米
国
3
5
.2
％
で
あ
る
。
【経
済
産
業
省
】

・
日
本
製
品
や
日
本
食
、
ア
ニ
メ
・芸
能
と
い
っ
た
日
本
文
化
な
ど
｀
日
常
的
に
「
日
本
」
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
概

・
8
0
年
代
以
降
、
日
本
ア
ニ
メ
は
主
に
海
賊
版
D
V
D
を
通
し
て
中
国
の
若
者
た
ち
に
広
ま
り
、
人
気
が
高
い
。
一
方
で
、
中
国
国
家
ラ
ジ
オ
・
映
画
・
テ
レ
し
て
好
意
的
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
銹
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
l

ピ
総
局
は
、
2
0
0
8
年
5
月
1
日
か
ら
毎
日
午
後
5
時
か
ら
同
9
時
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
海
外
ア
ニ
メ
の
放
映
を
禁
じ
る
通
知
を
全
国
各
地
の
テ
レ
ビ

局
に
出
し
て
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

・
ア
ニ
メ
と
同
じ
状
況
で
あ
る
。
（
文
化
庁
】

マ
ン
ガ
・
日
本
漫
画
の
人
気
も
高
い
が
、
中
国
で
は
海
賊
版
問
題
が
依
然
深
刻
で
あ
る
た
め
｀
日
本
の
正
規
マ
ン
ガ
出
版
の
量
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
正
規

•週
刊
誌
を
含
め
、
6
~
7
割
が
日
本
の
マ
ン
ガ
が
占
め
る

。
単
行
本
だ
け
な
ら
、
そ
の
比
率
は
ほ
ぽ

10
0
％
で
あ
る

。
［
経
済
産
業
省
】

版
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『テ
ニ
ス
の
王
子
様
』
、
『ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
』
な
ど
。
【国
際
交
流
基
金
］

・正
式
に
輸
出
が
は
じ
ま
っ
て
い
な
い
W
ii
な
ど
も
普
通
に
売
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
、
日
本
の
ゲ
ー
ム
は
人
気
が
高
い
。
【
文
化
庁
】

・
2
0
0
6
年
度
人
気
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
ベ
ス
ト
1
0
に
は
、
中
国
企
業
6
社
、
韓
国
企
業
3
社
、
米
国
企
業
1
社
が
入
っ
て
お
り
｀
日
本
企
業
の
オ
ン
ラ
イ
・
日
本
製
ゲ
ム
が
市
場
吝
席
巻
し
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
人
口
の
9
割
は
P
S
]
]
を
所
有
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
P
S
]
]
が
4
0
万
台
程
度

ゲ
ー
ム
ン
ゲ
ー
ム
は
1
本
も
入
っ
て
い
な
い
。
【経
済
産
業
省
】

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
X
b
o
x
が
数
万
台
普
及
し
て
い
る
と
も
推
計
で
き
る
。
香
港
や
台
湾
等
で
は
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
ほ
ぽ
す
べ
て
は
日
本
語
版
で
あ

・
日
本
製
ゲ
ー
ム
も
一
部
若
者
の
間
で
は
人
気
が
あ
る
。
「
信
長
の
野
望
」
な
ど
戦
国
武
将
が
登
場
す
る
ゲ
ー
ム
吝
通
じ
、
日
本
史
に
興
味
吝
も
つ
学
生
る
。
【経
済
産
業
省
】

も
い
る
。
（
国
際
交
流
基
金
］

・
中
国
で
は
外
国
映
画
の
劇
場
公
開
に
は
本
数
制
限
が
あ
る
た
め
、
日
本
映
画
の
映
画
館
で
の
公
開
実
績
は
年
に
1
本
程
席
。
ま
た
｀
中
国
で
劇
場
公

開
で
き
る
映
画
は
一
般
映
画
（
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
誰
で
も
見
る
こ
と
の
出
来
る
映
画
）
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
な
ど
が
公

開
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
2
0
0
4
年
の
上
海
国
際
映
画
祭
で
「
村
の
写
真
集
」
（三
原
光
尋
監
督
）が
グ
ラ
ン
プ
リ
と
主
演
男
侵
賞
（
藤
竜
也
）
を
受
賞

し
た
。
［
文
化
庁
】

・
2
0
0
4
年
に
上
映
の
た
め
「
分
級
（
分
類
）
」
さ
れ
た
映
画
は
、
1.
29
5
作
品
あ
り
、
う
ち
外
国
作
品
は
1
.0
4
8
、
そ
の
う
ち
日
本
映
画
は
1
3
5
作
品

映
画
・映
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
C
C
T
V-
6
は
｀
毎
年
3
5
0
-
4
0
0
作
品
の
海
外
映
画
の
放
送
権
を
購
入
し
て
い
る
が
｀
こ
の
う
ち
米
国
映
画
が
約
3
0
-
4
0
％
を
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
は
、
外
国
作
品
は
9
4
0
作
品
、
そ
の
う
ち
日
本
映
画
は
1
4
3
作
品
に
上
る
。
【経
済
産
業
省
】

占
め
、
そ
の
他
に
南
米
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
日
本
映
画
な
ど
を
輸
入
し
て
い
る
。
【
経
済
産
業
省
】

・中
国
の
改
革
開
放
直
後
の
7
0
年
代
後
半
か
ら
8
0
年
代
、
多
く
の
日
本
映
画
が
中
国
に
紹
介
さ
れ
、
中
年
以
上
の
中
国
人
の
間
で
は
、
映
画
「
君
よ
憤

怒
の
河
を
渡
れ
」、
俳
優
の
高
倉
健
、
栗
原
小
券
、
中
野
良
子
、
山
口
百
恵
な
ど
が
非
常
に
有
名
。
し
か
し
、
9
0
年
代
以
降
、
正
規
に
輸
入
さ
れ
て
映
画

館
で
上
映
さ
れ
る
日
本
映
画
の
本
数
は
激
減
。
全
体
と
し
て
日
本
映
画
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
。
【
国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
中
国
の
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
機
会
は
少
な
い
。
こ
れ
は
中
国
政
府
の
規
制
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
ド
ラ
マ
の
放
映
権
購
・地
上
波
全
体
（
広
東
語
と
英
語
で
合
計
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
に
占
め
る
日
本
の
番
組
の
シ
ェ
ア
は
推
定
4
％
程
度
、
ケ
ー
ブ
ル
の
そ
れ
は
2
％
程
度
で

放
送
番
組

あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
た
全
放
沃
時
間
に
占
め
る
日
本
の
番
組
の
シ
ェ
ア
は
3
~
4
％
程
度
と
推
計
さ
れ
る
。
0
5
年
は
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
を
中
心
に

（ア
ニ
メ
以
外
）
入
費
が
高
い
こ
と
や
1
作
品
の
放
送
回
数
が
少
な
い
こ
と
な
ど
も
障
害
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
最
近
放
映
さ
れ
た
も
の
は
、
「
大
奥
」
「
白
い
巨
塔
J「
渡
る
合
計
5
0
0
時
間
以
上
が
日
本
か
ら
賤
入
さ
れ
た
。
0
6
年
は
上
期
だ
け
で
ア
ニ
メ
を
中
心
に
5
0
0
時
間
以
上
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
【
経
済
産
業

世
間
は
鬼
ば
か
り
」
な
ど
。
日
本
T
V
ド
ラ
マ
が
｀
そ
れ
ほ
ど
広
汎
な
ム
想
を
得
エ
い
る
と
い
う
印
叢
l;i
;な
い
。
【国
際
交
流
基
金
】

省
】

•
制
作
ク
オ
リ
テ
ィ
が
比
較
的
日
本
に
近
い
台
漬
作
品
が
中
国
P
O
P
S
市
場
の
6
~
7
害

11吝
占
め
て
い
る

。
中
国
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
企
業
は
、
日
本

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ヘ
の
期
待
は
高
い
。
た
だ
し
、
言
葉
の
壁
や
反
日
感
情
の
存
在
と
・2
0
0
4
年
に
レ
コ
ー
ド
売
上
額
の
5
4
％
を
占
め
た
洋
楽
の
う
ち
、
日
本
及
び
韓
国
の
音
楽
は
2
7
%
(
2
0
0
4
年
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
内
訳
に
つ
い
て

音
楽
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。
【経
済
産
業
省
］

業
界
関
係
者
に
よ
る
と
、
韓
国
が
0
5
%
、
日
本
は
2
％
程
度
（
推
定
）
と
み
ら
れ
る
。
2
2
％
は
金
額
に
し
て
1
7
8
万
米
ド
ル
で
あ
る
。
【経
済
産
業

・J
-
P
o
p
も
若
者
の
間
で
一
定
の
人
気
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
音
楽
サ
イ
ト
で
も
浜
崎
あ
ゆ
み
字
多
田
ヒ
カ
ル
中
島
萎
嘉
、
モ
ー
ー
ン
グ
娘
．
w
-
省】

担
迫
な
ど
の
曲
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
。
ま
た
、
ア
ー
メ
人
気
と
絡
ん
で
ー
ア
ニ
メ
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や
そ
れ
を
歌
う
歌
手
に
も
一
部
熱
狂
的
フ
ァ
ン
が
い

る
。
【国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
店
舗
販
売
も
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
製
品
の
売
上
高
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
売
り
上
げ
も
多
い
。
【
経
済
産
業
省
】

・訪
日
旅
行
の
動
機
と
し
て
「
流
行
の
最
先
端
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
粧
（
素
肌
美
容
と
メ
イ
ク
）
Iが
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ

フ
ァ
ッ
シ
ョン

•「
V

iV
i（
ヴ
ィ
ヴ
ィ

）」
「
w

it
h

（ウ
ィ
ズ

）」
「
S
ty

le
（
ス
タ
イ
ル
）
」
な
ど
日
本
の
女
件
誌
の
中
国
版
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
日
本
の
フ
ァ
ッ
ン
ド
ブ
ッ
ク
20
07
/
20
08
)
【国
土
交
通
省
】

シ
ョ
ン
、
化
粧
が
若
い
女
性
層
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
8
年
「
ユ
ニ
ク
ロ
」
が
北
呆
に
本
格
進
出
。
【国
際
交
流
基
金
】

・
北
京
、
上
海
、
大
連
、
広
州
等
の
大
都
市
に
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
数
多
く
出
店
し
て
い
る
。
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
一
般
に
「
日
式
lと
呼
ば
れ
、
い

わ
ゆ
る
日
本
料
理
か
ら
燎
肉
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
好
み
焼
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
幅
広
い
分
野
に
進
出
し
て
い
る
。
【農
林
水
産
省
】

・日
本
食
は
高
級
料
理
と
の
印
象
が
あ
る
た
め
、
企
業
の
接
待
に
利
用
さ
れ
た
り
．
流
行
や
ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
若
者
に
支
持
さ
れ
る
な
ど
一
般

庶
民
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
［膜
林
水
産
省
］

・
日
本
製
品
や
日
本
食
、
ア
ニ
メ
・芸
能
と
い
っ
た
日
本
文
化
な
ど
、
日
常
的
に
「
日
本
lに
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
概

日
本
食
・
食
材
・「
日
本
食
」
は
訪
日
観
光
の
主
要
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
】

し
て
好
意
的
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
】

・中
国
の
大
都
市
に
は
比
較
的
低
価
格
な
も
の
か
ら
高
級
な
も
の
ま
で
多
く
の
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
が
存
在
。
従
来
、
生
も
の
を
口
に
し
な
い
と
い
わ
れ
て

い
た
中
国
人
で
あ
る
が
、
秦
司
．
刺
身
な
ど
を
抵
抗
な
く
食
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。
高
級
日
本
米
も
贈
答
用
な
ど
を
中
心
に
富
裕
層
が
購
入
。
一
般
に

は
、
日
杢
食
は
ヘ
ル
と
一
文
高
級
な
4
メ
ー
ジ
。
［国
際
交
流
基
金
】

伝
統
文
化
・
日
本
に
関
心
を
持
つ
人
々
の
間
で
は
墓
道
茶
道
、
歌
霧
伎
、
武
道
な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
興
味
は
根
強
い
。
［
国
際
交
流
基
金
】

地
域
ブ
ラ
ン
ド

•
海
外
旅
行
の
行
き
先
と
し
て
、
富
裕
層
の
間
で
日
本
（
特
に
北
海
道
な
ど

）
は
人
気
が
出
て
い
る

。
【
国
際
交
流
基
金
】

そ
の
他

•
最
近
、
「
無
印
良
品

l(
MU

J
I)
の
大
型
店
が
上
海
に
続
き
北
京
に
も
開
店

。
生
活
提
案
型
の
お
し
ゃ
れ
な
生
活
雑
貨
店
と
し
て
知
名
度
を
上
げ
つ
つ

あ
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

出
典
：H
2
0
.1
0.
22
内
閣
官
房
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
発
信
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
資
料
h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
te
i.g
o.
jp
/j
p
/s
in
gi/
tit
e
k
i2
/t
y
o
u
s
a
k
a
i/
co
n
te
n
ts
_
b
r
a
n
d
/
d
a
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iry
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⑥
鑑
賞
・経
験
（趣
味
人
）

ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
I
 
付
録
1
.
「A
s
ia
n
の
ニ
ー
ズ
」
デ
ー
タ
集
⑤
I
 

2 6  

韓
国

台
湾

・
日
本
の
ア
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
人
気
は
高
い
が
｀
国
策
と
し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
振
興
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
韓
国
産
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
数
多
く
出
・ピ
デ
オ
や
D
V
D
な
ど
と
し
て
18
作
を
含
め
年
間
8
0
~
1
0
0
タ
イ
ト
ル
が
発
売
さ
れ
、
う
ち
約
8
割
が
日
本
の
作
品
と
推
測
さ

て
き
て
い
る
。
作
品
性
と
い
う
面
で
も
ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
受
賞
す
る
な
ど
、
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
。
［文
化
庁
］

れ
て
い
る
。
主
に
新
作
に
関
し
て
、
ア
ニ
メ
関
連
企
業
の
0
5
年
の
推
定
売
上
総
額
、
約
4
,
0
0
0
万
米
ド
ル
の
う
ち
、
日
本
関

・
日
本
コ
ン
テ
ン
ツ
の
人
気
は
高
く`
ァ
ー
メ
こ
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
分
野
吝
中
心
と
し
、
全
般
的
に
比
較
的
浸
透
し
て
い
る
。
1
9
9
8
年
以
降
の
日
本
文
化
の
段
階
的
開
連
は
7
割
以
上
の
3,
00
0
万
米
ド
ル
程
度
に
の
ぽ
る
と
見
ら
れ
る
。
【
経
済
産
業
省
］

ア
ニ
メ
放
に
よ
り
、
映
画
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム
分
野
で
は
全
面
開
放
が
完
了
。
【
経
済
産
業
省
】

漫
画
、
J
如
2
挫
画
2
Z
‘
l
シ
ョ
ン
注
欠
ラ
ク
タ
ー
幻
ズ
と
い
っ
t
太
衆
文
化
笠
衣
夕
久
コ
ろ
プ
レ
と
い
っ
t
-
サ
1
ヵ

・
素
材
、
ス
ト
ー
リ
ー
、
ジ
ャ
ン
ル
が
多
様
で
あ
り
、
す
ぺ
て
の
年
齢
府
が
楽
し
め
る
作
品
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
内
容
面
で
は
、
想
像
力
が
豊
か
で
、
ド
ラ
マ
以
上
に
ス
lレ
壬
士
一
走
文
も
が
流
入
し
若
竺
層
を
生
心
に
欧
迷
；
玄
化
に
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
ム
忽
を
集
め
文
い
る
。
(J
N
T
O
訪
日
旅

ト
ー
リ
ー
に
深
み
が
あ
り
、
特
に
環
境
問
題
な
ど
未
来
の
課
題
を
扱
っ
た
内
容
が
多
い
。
さ
ら
に
、
人
間
の
内
面
と
本
質
に
対
す
る
省
察
吝
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
は
、
ア
行
誘
致
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
］

ー
メ
ー
シ
ョ
と
を
映
画
の
一
ジ
文
と
ル
に
ま
文
ダ
レ
ー
ド
万
石
か
さ
せ
て
い
る
。
【
国
際
交
流
基
金
】

・
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
マ
ン
ガ
と
し
て
は
日
本
の
マ
ン
ガ
が
圧
倒
的
に
強
く
人
気
も
高
い
。
人
気
作
品
だ
け
で
な
く
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
作
品
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
翻
訳
版
が
出
て
い
る
。
た
だ
し
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
マ
ン
ガ
は
韓
国
産
が
強
い
。
［
文
化
庁
】

・2
0
0
5
年
マ
ン
ガ
産
業
総
売
上
高
は
4
.
3
6
2
億
ウ
ォ
ン
、
日
本
作
品
が
6
2
4
％
｀
韓
国
作
品
が
3
6
5
%
、
中
国
作
品
が
0
9
％
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
5
年
キ
ャ
ラ
ク
・台
湾
に
お
け
る
年
間
出
版
点
数
4
,
0
0
0
点
の
う
ち
、
日
本
の
マ
ン
ガ
は
毎
月
2
5
0
作
品
程
度
で
あ
る
。
2
0
年
以
上
の
伝

マ
ン
ガ
タ
ー
産
業
総
売
上
高
は
2
兆
7
5
8
億
ウ
ォ
ン
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ベ
ス
ト
2
0
の
う
ち
、
日
本
が
9
本
、
韓
国
が
7
本
、
米
国
が
4
本
を
占
め
た
。
韓
国
全
国
1
,0
0
0
統
を
持
つ
日
本
の
マ
ン
ガ
は
台
漬
社
会
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
人
気
は
高
い
【^経
済
産
業
省
】

名
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
2
0
0
5
年
人
気
ア
ニ
メ
ベ
ス
ト
1
0
は
、
日
本
作
品
が
8
本
、
韓
国
作
品
が
2
本
と
な
っ
て
い
る
。
【
経
済
産
業
省
】

•
取
り
扱
い
に
く
い
素
材
を
デ
ィ
テ
ー
ル
に
表
現
し
つ
つ
、
劇
的
に
展
開
さ
せ
る
作
品
が
多
い

。
テ
ー
マ
が
多
様
な
た
め
、
購
読
層
も
多
様
な
よ
う
だ

。
ま
た
、
映
像
で
な
・ア
ニ
メ
と
同
様
［
国
土
交
通
省
J

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
写
実
的
な
描
写
が
際
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
残
忍
で
あ
っ
た
り
猥
褻
な
内
容
が
登
場
す
る
も
の
も
多
く
｀
若
年
層
の
読
者
が
多
い
韓
国
人
に
は

拒
否
感
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
。
【
国
際
交
流
基
金
】

・
P
S
3
や
W
i
i
と
い
っ
た
日
本
の
ゲ
ー
ム
専
用
機
も
人
気
は
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ム
の
方
が
一
般
に
広
く
浸
湧
し
て
い
る
。
【
文
化
庁
J

•
主
要
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
2
0
0
6
年

7
月
2
8
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
に
販
売
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
機
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
販
売
量
は
、
P
S
P

、
P
S
2

、
P
C
用
そ
れ
ぞ
・流
通
す
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
9
5
％
以
上
は
日
本
の
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
の
も
の
で
あ
る
。
米
系
‘
ノ
フ
ト
は
P
C
の
知
識
が
豊
富

ゲ
ー
ム
れ
の
上
位
5
位
（
計
1
5
作
品
）
の
う
ち
、
日
本
9
作
品
、
米
国
4
作
品
、
韓
国
2
作
品
が
入
っ
て
い
る
。
【経
済
産
業
省
】

な
消
投
者
向
け
で
あ
る
一
方
、
日
本
の
ゲ
ー
ム
専
用
機
の
ソ
フ
ト
は
そ
の
全
体
的
な
セ
ン
ス
、
使
わ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

・
日
本
の
ゲ
ー
ム
と
い
え
ば
ま
ず
ソ
ニ
ー
や
任
天
堂
と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
会
社
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
マ
ン
ガ
か
ら
登
場
し
た
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
が
想
起
さ
れ
る
独
自
性
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
い
人
気
吝
持
っ
て
い
る
。
［
経
済
産
業
省
】

他
方
、
ゲ
ー
ム
ヘ
Q
過
度
な
没
入
に
は
王
儘
全
な
イ
メ
ー
2
も
あ
る
。
【
国
際
交
流
基
金
］

・1
9
9
8
年
か
ら
日
本
映
画
の
公
開
が
解
禁
に
な
っ
た
。
こ
の
年
に
公
開
さ
れ
た
日
本
映
画
は
「
H
A
N
A
-
B
l」
（北
野
武
監
督
）
と
「
影
武
者
」
（黒
澤
明
監
督
）の
2
本
。

そ
の
後
日
本
映
画
に
対
す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
2
0
0
4
年
以
降
は
3
0
本
近
い
日
本
映
画
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
の
劇
場
観
客
層
は
圧
倒
的
に
若
く
、

興
行
的
に
は
劇
場
用
ァ
ー
メ
や
ホ
ラ
ー
映
画
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
韓
国
で
は
従
来
映
画
館
は
商
業
劇
場
し
か
な
く
、
芸
術
的
な
映
画
を
公
開
す
る
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

の
建
設
が
公
的
支
援
の
下
で
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
プ
サ
ン
や
チ
ョ
ン
ジ
ュ
、
ブ
チ
ョ
ン
の
映
画
祭
で
は
日
本
映
画
は
観
客
動
員
率
も
高
い
。
【文
化
庁
】

・
2
0
0
5
年
の
総
売
上
高
の
う
ち
韓
国
映
画
の
劇
場
売
上
高
は
5
,
2
7
7
億
ウ
ォ
ン
、
外
国
映
画
は
3,
70
4
億
ウ
ォ
ン
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
度
に
韓
国
に
輸
入
さ
れ
た
外

国
映
画
は
lt
2
5
3
編
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
映
画
が
1
3
5
編（
5
3
%
)
、
日
本
映
画
が
3
2
編
、
イ
ギ
リ
ス
映
画
が
1
7
編
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
が
11
編
、
そ
れ
ぞ
れ
輸
・
0
5
年
に
上
映
さ
れ
た
日
本
映
画
は
、
前
年
比
ほ
ぽ
倍
増
の
3
9
本
、
そ
の
う
ち
ア
ニ
メ
が
1
2
本
を
数
え
た
。
興
行
収
入
は

映
画
入
さ
れ
た
。
収
入
の
面
で
は
ア
メ
リ
カ
映
画
が
3
,
5
1
8
万
ド
ル
で
全
収
入
額
4
,
6
8
3
万
ド
ル
の
7
5
％
を
占
め
た
。
テ
レ
ピ
放
映
映
画
作
品
の
2
0
0
5
年
現
在
の
韓
国
映
合
計
1
億
3
0
0
0
万
台
湾
ド
ル
で
あ
る
。
【経
済
産
業
省
】

画
の
平
均
編
成
比
率
は
3
7
％
で
あ
り
、
韓
国
映
画
の
義
務
編
成
（
年
2
5
％
以
上
基
準
）
が
定
着
し
て
い
る
。
【経
済
産
業
省
】

・
日
本
の
大
衆
文
化
の
開
放
が
1
9
9
8
年
よ
り
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
2
0
0
4
年
1
月
1
日
の
第
4
次
開
放
に
よ
り
、
日
本
の
映
画
や
歌
謡
曲
な
ど
が
、
地
上
波
・
ア
ニ
メ
と
同
様
【
国
土
交
通
省
】

の
テ
レ
ピ
放
送
を
除
い
て
開
放
さ
れ
た
。
「
壬
と
壬
曼
の
控
隠
し
l「
も
rl
2r
l2
1
土
姫
I「
世
界
の
生
心
文
愛
を
世
ぶ
l「
い
ま
．
会
い
に
控
き
ま
丈
lが
公
開
さ
れ
、
好
評
を

博
し
た
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7/
2
0
0
8
)
【
国
土
交
通
省
］

・
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
大
作
よ
り
は
、
平
穏
な
日
常
を
描
い
て
静
か
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
映
画
が
多
い
。
そ
の
た
め
退
屈
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

マ
ニ
ア
ッ
ク
で
芸
術
性
の
高
い
作
品
も
多
く
、
日
本
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
に
は
特
有
の
繊
細
さ
が
あ
る
。
ま
た
日
本
映
画
と
い
え
ば
ヤ
ク
ザ
や
サ
ム
ラ
イ
も

淳
想
さ
れ
る
。
［
国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
の
テ
レ
ピ
番
組
を
放
送
し
て
い
る
代
表
的
な
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
と
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
J
と
M
B
C
ド
ラ
マ
ネ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
J
は
主
に
日

本
の
ド
ラ
マ
タ
放
送
し
エ
い
る
。
M
B
C
ド
ラ
マ
ネ
ッ
ト
は
主
に
自
社
ド
ラ
マ
を
放
送
し
、
時
々
日
本
の
ド
ラ
マ
を
放
送
し
て
い
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
輸
入
業
者
は
2
0
0
4
・
単
純
計
真
で
は
、
日
本
の
番
組
が
年
間
の
テ
レ
ビ
放
送
時
間
に
お
い
て
3
％
程
度
の
シ
ェ
ア
吝
持
つ
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

年
現
在
5
社
で
あ
る
。
【
経
済
産
業
省
】

放
送
番
組
・2
0
0
4
年
1
月
1
日
の
第
4
次
日
本
の
大
衆
文
化
の
開
放
に
よ
り
、
韓
国
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ピ
で
日
本
の
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
へ
の
関
心
も
高
【経
済
産
業
省
】

（ア
ニ
メ
以
外
）
ま
っ
て
い
る
。
(J
N
T
O
訪
日
旅
行
銹
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【
国
土
交
通
省
】

・
台
湾
で
は
、
19
9
4
年
に
日
本
の
テ
レ
ピ
番
組
の
放
映
が
解
禁
さ
れ
、
現
在
で
は
敷
多
く
の
日
本
の
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
て

・
ド
ラ
マ
の
場
合
｀
独
特
で
は
あ
る
が
現
実
味
の
な
い
も
の
が
多
く
、
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
気
味
の
も
の
に
は
拒
否
感
を
覚
え
る

。
ま
た
、
夢
•
愛

・希
望
と
い
っ
た
教
育
い
る
。
(J
N
T
O
訪
日
旅
行
銹
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
】

的
な
内
容
を
扱
っ
た
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
パ
ラ
エ
テ
ィ
一
番
組
の
場
合
は
、
面
白
い
が
扇
情
的
で
あ
り
、
暴
力
的
に
感
じ
ら
れ
る
。
［国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
の
大
衆
文
化
の
開
放
が
1
9
9
8
年
よ
り
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
2
0
0
4
年
1
月
1
日
の
第
4
次
開
放
に
よ
り
、
日
本
の
映
画
や
歌
謡
曲
な
ど
が
、
地
上
波
・ジ
ャ
ン
ル
別
で
邦
楽
と
洋
楽
が
半
々
で
あ
る
。
洋
楽
は
、
50
％
の
う
ち
30
％
が
欧
米
音
楽
、
5
％
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
、
残
余
の

の
テ
レ
ピ
放
送
を
除
い
て
開
放
さ
れ
た
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
】

15
％
が
日
・
紐
の
『
東
洋
音
楽
』
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
そ
の
うち
7
~
8
割
は
J
ポ
ッ
プ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
J
ポ
ッ
プ
は
正

音
楽

規
版
だ
け
で
10
0
万
枚
以
上
売
れ
て
お
り
、
金
額
換
互
で
約
8
0
0
万
米
ド
ル
で
あ
る
。
【経
済
産
業
省
】

・幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
持
っ
て
発
展
し
て
い
る
。
特
に
心
2文
ズ
が
一
般
に
も
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。
【
国
際
交
流
基
金
】

・映
画
襴
に
同
じ
。
【国
土
交
通
省
】

・
流
行
に
敏
感
と
い
う
よ
り
は
自
分
の
個
性
を
活
か
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
追
い
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
独
特
で
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
生

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
み
出
し
て
い
る
。
レ
イ
ヤ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
目
を
引
く
。
ま
た
一
方
で
、
正
装
の
と
き
は
韓
国
よ
り
も
保
守
的
な
ス
タ
イ
ル
が
多
い
反
面
、
普
段
着
は
個
性
的
で
先
進

的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
な
ど
、
固
極
的
な
2
z̀
公
シ
ョ
と
が
去
荏
し
こ
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

日
本
食
・
食
材
・
素
朴
で
清
潔
で
あ
り
、
見
た
目
が
素
晴
ら
し
く
、
食
べ
る
こ
と
以
上
に
貝
る
も
の
の
目
吝
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
料
理
の
一
つ
ひ
と
つ
に
真
心
が
こ
も
っ
て
い
る
。
特
に

日
本
の
伝
統
食
の
場
合
は
、
素
材
そ
の
も
の
の
持
つ
味
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
季
節
と
情
緒
が
感
じ
ら
れ
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

伝
統
文
化
・歌
罪
伎
と
い
っ
た
罪
台
芸
能
を
始
め
、
着
物
や
浴
衣
な
ど
の
衣
装
｀
そ
し
て
祭
り
な
ど
各
積
伝
統
文
化
が
現
代
に
至
る
ま
で
よ
く
守
り
継
が
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

伝
統
を
大
事
に
し
な
が
ら
も
現
代
と
の
調
和
が
う
ま
く
取
ら
れ
て
お
り
、
現
代
社
会
の
日
常
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

地
域
ブ
ラ
ン
ド

•
福
岡
ど
ん
た
く
祭
り
や
北
海
道
の
雪
祭
り
、
温
泉
な
ど
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
対
し
て
、
自
然
と
調
和
し
た
伝
統
的
な
日
本
の
姿
を
あ
げ
る
意
見
が
多
い

。
ま
た

一
方
で
壬
葉
Q
乞
4
ズ
一
—
ラ
ン
E
笠
広
島
Q
z
—
メ
2
ェ
ス
テ
:
:
(
バ
ル
宮
堕
の
ゴ
ル
2
な
ど
新
し
い
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
も
関
心
が
高
い

。
【国
際
交
流
基
金

】

•最
近
は
村
上
賽
樹
吉
本
ば
な
な
浅
田
次
郎
な
ど
の
日
本
文
学
に
対
す
る
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

。
2
0
0
6
年
に
韓
国
国
内
で
翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
は

5
0
9
作

品、
1
5
3
万
部
に
上
り
長
年
1
位
吝
守
っ
て
き
ヤ
米
国
文
学
吝
抜
き
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7
/2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
】

・
日
杢
製
品
竺
目
杢
食

z
—
メ

・去
能
と
い
2
t
日
杢
文
化
な
ど
日
常
的
に
「
目
杢

lに
触
れ
る
機
会
が
多

S
日
杢
に
対

そ
の
他
・
日
本
人
は
、
つ
つ
ま
し
く
親
切
で
思
い
や
り
が
あ
り
つ
つ
も
厳
格
で
礼
倦
正
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
社
会
全
般
で
は
、
清
潔
で
あ
り
、
環
境
へ
の
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
概
し
て
好
意
的
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7/
2
0
0
8
）
（国
土
交
通
省
】

関
心
が
高
く
、
地
域
が
い
き
い
き
と
し
て
い
る
と
い
う
肯
定
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
一
方
で
、
歴
史
認
識
の
低
さ
を
指
摘
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
【国
際
交
流
基
金
】
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⑥
鑑
賞
・
経
験
（趣
味
人
）

ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

2 7  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

タ
イ

・日
杢
Q
漫
画

z
—
メ
に
つ
い
エ
も
2
と
紐
り
t
-
い
と
畏
2
文
い
る

(!)
,I
ふ

3
2
％
文
あ
る

。
(A
S
E
A
N
主
要

6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
詮
調

g
杢
Q
漫
画
.z
-メ
に
つ
い
文
も
2
1
:
知
り
t
-
い
と
思
っ
ヱ
い
る
!
!
J
Iふ
2§
油
丈
あ
る
。
(
A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
査
2
0
0
8
年）
【外
務
省
】

お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
［
外
務
省
】

・
2
0
0
7
年
2
月
現
在
作
品
数
は
、
日
本
1
8
作
品
、
米
国
3
作
品
、
タ
イ
9
作
品
で
あ
る
。
2
0
0
6
年
度
、
T
V
ア
ニ
メ
、
ア
ニ
メ
映
画
、
ホ
ー

・
目
杢
Q
漫
画
．
z-
メ
に
つ
い
エ
も
2
と
紐
り
t
-
い
と
・
民
放
の
テ
レ
ビ
局
は
ど
の
局
も
日
本
の
ア
ニ
メ
番
組
を
放
映
し
て
お
り
．
日
本
ア
ニ
メ
の
占
め
る
割
合
は
7
0
％
で
あ
ム
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ア
ニ
メ
の
市
場
規
模
は
、
約
2
~
8
億
T
H
B
、
市
場
シ
ェ
ア
は
、
日
本
8
0
%
、
米
国
1
5
%
、
タ
イ
5
％
で
あ
る
。
【経
済

思
っ
て
い
る
の
は
、
2
6
％
で
あ
る
。
(
A
S
E
A
N
主
要

ア
ニ
メ
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
る
。
【
経
済
産
業
省
】

産
業
省
】

省］
・
ア
ニ
メ
人
気
は
依
然
と
し
て
高
く
、
次
々
と
新
し
い
作
品
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
l
・
日
本
の
多
く
の
T
Vア
ニ
メ
が
全
国
放
映
さ
れ
て
い
る
。
新
作
の
ほ
か
「
ド
ラ
え
も
ん
」
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
「
少
年
探
偵
」
等
が
長
年
に

「N
A
B
U
T
O
I
「
ら
び
ま
る
こ
ち
竺
＆
I
「
あ
t
ー
し
＆
ら
lな
ど
が
ム
気
。
衛
星
放
送
の
A
S
T
R
O
で
は
日
本
の
ア
ニ
メ
わ
た
り
放
映
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
で
も
国
産
版
ア
ニ
メ
が
製
作
さ
れ
始
め
て
い
る
が
、
日
本
の
ア
ー
メ
の
人
気
は
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
る
。
一
部
の

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
ア
ニ
マ
ッ
ク
ス
」
の
放
映
も
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
【
国
際
交
流
基
金
】

愛
好
者
の
中
に
は
、
タ
イ
語
吹
き
替
え
の
T
V
よ
り
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
日
本
語
版
（英
語
字
幕
）
を
見
て
い
る
。
な
お
、
マ
ン
ガ
と
比
べ
海
賊

版
問
顆
が
依
然
深
刻
で
あ
る
［
国
際
交
流
基
金
］

・ア
ニ
メ
欄
と
同
様
【外
務
省
】

・ア
ニ
メ
欄
と
同
様
【外
務
省
】

・
マ
ン
ガ
本
は
日
本
の
ァ
ー
メ
が
キ
流
で
あ
り
、
他
に
｀
米
国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
か
ら
も
輸
入
さ
れ
て
・
日
本
の
マ
ン
ガ
が
優
勢
で
あ
り
シ
ェ
ア
は
8
5
-9
0
%
、
残
り
は
韓
国
、
中
固
、
米
国
、
タ
イ
で
あ
る
。
【経
済
産
業
省
】

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
憫
と
同
様
【外
務
省
】

い
る
。
キ
ャ
フ
ク
タ
ー
商
品
の
国
別
比
率
は
日
本
6
0
％
に
対
し
、
米
国
4
0
％
と
な
っ
て
い
る
。
［
経
済
産
業
省
】
・
マ
ン
ガ
市
場
は
19
8
0
年
代
か
ら
急
速
に
拡
大
、
日
本
が
優
勢
。
当
初
、
海
賊
版
問
題
が
深
刻
だ
っ
た
が
、
9
0
年
代
半
ば
か
ら
正
規
本
販

・
日
本
の
マ
ン
ガ
の
翻
訳
本
は
多
数
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
中
国
語
訳
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
マ
ン
ガ
を
読
む
人
売
開
始
。
日
本
マ
ン
ガ
の
売
れ
筋
は
十
代
の
青
春
・恋
愛
も
の
、
探
偵
も
の
や
侍
も
の
。
今
後
人
気
が
出
そ
う
な
の
は
ホ
ラ
ー
系
、
グ
ル

が
あ
ま
り
多
く
な
い
と
い
う
。
一
方
、
マ
レ
ー
語
で
描
か
れ
た
マ
ン
ガ
雑
誌
は
増
え
て
い
る
、
そ
こ
に
は
日
本
風
の
マ
メ・
料
理
系
，
日
本
で
人
気
の
あ
る
立
乏
’J
ー
マ
と
回
1土
の
マ
と
ガ
は
企
婁
文
化
の
異
な
る
乞
4
文
は
合
ひ
と
つ
。
タ
イ
の
マ
ン
ガ
作
家
の

ン
ガ
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
【
国
際
交
流
基
金
】

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
マ
ン
ガ
雑
誌
や
単
行
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

・オ
ン
フ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
市
場
は
．
8
割
吝
韓
国
製
が
占
め
て
お
り
、
残
り
2
割
は
、
台
湾
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
製
で
あ
る
。
タ
イ
の
オ
ン
フ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
市
場
は
｀
東
南
ア
ジ
ア
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
市
場
の
5
割
で
あ
り
、
ま
た
韓
国
に
と
っ
て
、
タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
叢
大
の
粒
出

ゲ
ー
ム

・都
市
の
中
流
層
以
上
の
冨
裕
層
家
店
で
は
か
な
り
普
及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
｀
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
W
iiの
人
相
手
国
に
な
っ
て
い
る
。
（経
済
産
業
省
】

気
も
高
い
。
【
国
際
交
流
基
金
】

・
8
0
年
代
初
め
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
後
「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
発
売
さ
れ
た
。
し
か
し
フ
リ
ー
C
D
と
呼
ば
れ
る
海
賊
版
が

出
回
り
、
現
在
市
場
の
9
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
製
ソ
フ
ト
は
劣
勢
。
現
在
の
主
流
は
P
C
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
【^国
際
交

流
基
金
］

・
目
杢
に
つ
い
エ
の
知
謹
を
映
画
か
ら
得
エ
い
る
Q
は
2
％
に
止
圭
2
工
い
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る

•
目
杢
に
つ
い
エ
の
紐
謹
を
映
画
か
ら
擾
エ
い
る
の
は

2
6
％
文
あ
る

。
(A
S
E
A
N
主
要

6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年

）
【外

対
日
世
譲
関
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

務
省
】

・
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
上
映
さ
れ
る
海
外
作
品
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
作
品
が
中
心
だ
が
．
イ
ン
ド
映
画
（
ボ
リ
ウ
ッ
ド
・商
業
公
開
さ
れ
た
日
本
映
画
は
興
行
収
入
ベ
ー
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
高
く
な
い
。
2
0
0
6
年
度
の
映
画
館
で
の
公
開
作
品
数
は
合
計

3
1
4
作
品
で
あ
り
、
国
別
の
内
訳
は
米
国
1
7
2`
タ
イ
4
5
、
欧
州
2
4
、
日
本
2
9
、
韓
国
2
5
、
中
国
・香
港
・台
湾
1
9
と
な
っ
て
い
る
。
全
国

・
日
杢
に
つ
い
エ
の
紐
謹
を
映
画
か
ら
得
工
い
る
g
作
品
）
も
根
強
い
人
気
が
あ
る
。
日
本
映
画
は
一
部
確
実
な
人
気
を
呼
ん
で
い
る
が
そ
の
数
は
少
な
い
の
が
現
状
的
に
劇
場
公
開
さ
れ
る
外
国
映
画
と
し
て
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
及
び
デ
ィ
ズ
一
ー
映
画
が
f
f
倒
的
な
強
さ
吝
誇
っ
て
い
る
。
日
本
作
品
の

映
画
は
.
4
％
に
止
圭
2
工
い
る。
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
で
あ
る
。
【
経
済
産
業
省
】

に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】
・
日
本
で
の
ヒ
ッ
ト
作
品
が
商
業
映
画
館
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
人
気
は
高
く
な
い
。
比
較
的
人
気
上
映
数
は
韓
国
作
品
よ
り
多
い
が
、
上
映
映
画
館
を
み
る
と
一
般
向
け
映
画
館
で
は
な
く
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系
の
作
品
を
主
に
扱
う
小
型
映

画
館
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
輯
国
映
画
は
メ
ジ
ャ
ー
な
映
画
館
で
多
数
上
映
さ
れ
て
お
り
、
人
気
度
は
日
本
映
両
よ
り
高
い
と
思
わ

が
高
い
の
は
ホ
ラ
ー
映
画
と
ア
ニ
メ
。
街
の
ピ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
日
本
映
画
の
コ
ー
ナ
ー
を
も
う
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
れ
る
。

多
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
海
賊
版
見
ら
れ
、
量
的
に
は
中
国
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
映
画
に
お
さ
れ
て
い
る
。
【国

•最
新
日
本
映
画
が
年
間
数
十
本
商
業
公
開
さ
れ
る

。
0
5
年
「
N
A
N
A

」
（大
谷
健
太
郎
監
督

）
が
ロ
ン
グ
ラ
ン

。
ホ
ラ
ー
、
恋
愛
も
の
＿
動

際
交
流
基
金
】

伍
土
の
等
が
人
毎
和
1
勺
イ
吟
両
の
ほ
う
は
国
際
市
場
で
高
評
価
吝
う
け
る
作
品
が
答
t
l
l
l，
始
め
た
［国
際
交
流
基
金
l

放
送
番
組
・無
料
地
上
波
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
日
本
の
も
の
・
「
お
し
、
＆
l!
Z
l
去
ヒ
・
社
t
:
以
外
あ
ま
り
目
立
2
t-
住
品
は
な
い
よ
う
だ
。
一
時
「
風
雲
た
け
し
城
」
が
人
気
が
高
か
っ
・I
'-
i_
は彗
国
製
Eラ
マ
が
圧
倒
的
に
優
勢
。
目
杢
製
の
Eラ
マ
1忠
と
な
い
。
ドラ
マ
以
外
で
は
テ
レ
ピ
東
京
「
T
Vチ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
の
人
気
が

よ
り
襲
国
Q
Eラ
マ
笠
蓋
組
を
放
送
笠
る
こ
と
が
近
生

（ア
ニ
メ
以
外
）
径
夕
な
2
工
き
エ
い
る
。
【経
済
産
業
省
l

た
。
一
般
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
韓
流
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

あ
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
の
ポ
ッ
プ
音
楽
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
1
0
％
で
あ
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
・
日
本
の
ポ
ッ
プ
音
楽
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
.
B
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日

お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【
外
務
省
】

世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

・
日
本
の
ポ
ッ
プ
音
楽
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と

•
音
楽
の
売
り
上
げ
シ
ェ
ア
は
、

8
0
％
が
米
英
系
、

10
％
が
ア
ジ
ア
系
、
残
り
が
欧
州
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
あ
る

。
ア
・市
場
全
体
の
う
ち
、
売
上
枚
数
ベ
ー
ス
で
国
内
音
楽
が
8
割
を
占
め
て
お
り
、
残
り
の
2
割
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
音
楽
で
あ
る
。
イ
ン

音
楽
思
っ
て
い
る
の
は
、
1
6
％
で
あ
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
ジ
ア
系
で
は
、
香
港
｀
台
湾
の
中
国
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
気
が
あ
る
。
【経
済
産
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
音
楽
売
上
の
う
ち
、
約
8
割
が
米
国
他
か
ら
の
P
o
p、
R
o
c
k
に
よ
る
も
の
で
、
残
り
の
2
割
が
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
の

6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
業
省
】

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
音
楽
の
C
D
売
上
は
、
X-
JA
P
A
N
な
ど
が
流
行
し
て
い
た
5
-6
年
前
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
現
在
は

省
】

・現
在
｀
最
も
知
ら
れ
て
い
る
日
本
の
歌
は
お
そ
ら
く
K
ir
or
o
の
「
未
来
へ
J
。
一
部
の
日
本
フ
ァ
ン
に
は
宇
多
田
ヒ
カ
再
び
低
迷
し
て
お
り
、
代
わ
り
に
韓
国
の
K
-
P
O
P
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
。
【経
済
産
業
省
】

ル
ー
浜
崎
あ
ゆ
み
S
M
A
P
の
人
気
も
高
く
、
C
D
店
の
一
部
に
は
J
-
P
O
P
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
・タ
イ
の
音
楽
が
市
場
の
8
割
を
占
め
る
(2
割
が
海
外
の
音
楽
で
米
国
が
優
勢
）
。
C
h
e
m
is
tr
v
、
中
島
美
嘉
、
宇
多
田
ヒ
カ
ル
や
ジ
ャ

が
あ
ま
り
般
的
で
は
な
い
[̂O
O
際
交
流
基
金
］

ー
ズ
系
キ
」
人
与
キ
蹄
ぶ

。
近
年
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
同
様
に
韓
国
K

•P
O
P
に
押
さ
れ
ぎ
み

。
【国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
の
若
者
向
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
や
そ
の
翻
訳
雑
誌
、
ピ
デ
オ
な
ど
を
通
じ
て
、
衣
装
の
み
な
ら
ず
．
ヘ
ア
ー
ス
・一
般
的
な
タ
イ
人
に
は
｀
日
本
に
対
し
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
地
lと
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
(J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

2
0
0
7
/
2
0
0
8
)
【国
土
交
通
省
】

タ
イ
ル
な
ど
Q
日
杢
~
2
z
·
,
~
ョ
と
の
影
饗

I;!
;罷
互
Q
若
査

（持
に
生
国
系

lに
強
い

。
【
国
際
交
流
基
金

】
,
R
太
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
高
い
人
笥
吝
諾
り
と
く
に
若
い
世
代
が
つ
ね
に
日
本
の
，
―

• 
、
―
．
て
い
る
［^国
際
交
流
基
金
J

・
日
本
食
レ
ス
ト
フ
ン
は
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
急
激

・
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
数
は
、
タ
イ
全
土
で
約
8
4
0
店
、
バ
ン
コ
ク
に
6
2
5
店
と
推
計
。
高
級
志
向
か
ら
庶
民
を
対
象
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
ま

に
増
え
、
最
近
で
は
嵩
級
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、
・
日
本
人
料
理
人
が
い
る
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
日
本
料
理
屋
か
ら
、
B
級
グ
ル
メ
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
嗜
好
に
合
わ
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
宮
む
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
日
本
食
は
一
時
的
な
ブ
ー
ム
か
ら
定
着
の
段
階
に
連
し
て
い
る
。
【農
林
水
産
省
】

日
本
食
・
食
材
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
屋
台
の
多
く
に
日
本
食
コ
ー
ナ
ー
が
せ
た
日
本
風
レ
ス
ト
ラ
ン
、
菓
子
屋
ま
で
｀
日
本
食
吝
掃
供
す
る
場
は
鬱
富
日^
系
ス
ー
パ
ー
の
食
材
売
り
場
は

あ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
と
っ
て
身
祈
な
も
の
と

•こ
こ
数
年
日
本
食
ブ
ー
ム

。
日
本
の
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
進
出
が
最
近
著
し
く
日
本
食
の
レ
ベ
ル
が
急
上
昇
し
た

。
本
格
料
理
か
ら
ラ
ー
メ

現
地
の
人
に
も
人
気
。
【
国
際
交
流
基
金
】

ン
屋
、
居
酒
屋
の
頬
ま
で
全
て
の
種
頴
が
そ
ろ
う
。
日
本
含
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
大
勢
の
タ
イ
人
が
つ
め
か
け
る
。
緑
茶
t・-
こ
焼
等
も
人
気
。

な
っ
て
い
る
。
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
楼
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

2
0
0
7
/
2
0
0
8
）
［
国
土
交
通
省
］

【国
際
交
流
基
金
】

・
日
杢
の
歴
史

．
伝
統
に
つ
い
エ
も
2
と
紐
り
t
—
い
と
思
っ
文
い

る(
l)
.i
;J
;
3
6
％
文
あ
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調

•
目
杢
の
歴
史
伝
統
に
つ
い
エ
も
ュ
と
紐
り
t
-
い
と

•
目
杢
の
歴
史
伝
統
に
つ
い
エ
も
2
と
紐
り
t
い
と
思
っ
て
い
る
Q
は

3
2
％
で
あ
る

。
(A
S
E
A
N
主
要

6
カ
国
に
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

伝
統
文
化
界
2
工
い
る
r
D
.
l.t
4
1
％
文
あ
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
お
け
る
対
日
世
綸
調
査
2
0
0
8
年
）
【
外
務
省
】

・
都
市
部
中
間
層
の
所
得
向
上
と
近
年
の
バ
ー
ツ
高
が
あ
い
ま
っ
て
、
訪
日
渡
航
者
が
急
増
（2
0
0
6
年
は
、
前
年
比
3
割
増
）
、
京
都
・
奈

6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【
外
務
・
人
気
が
あ
る
の
は
茶
道
、
着
物
着
付
け
和
太
註
舞
踊
な
ど
。
年
に
一
度
の
甜
踊
り
大
令
は
数
万
人
の
来
場
者
良
を
は
じ
め
高
山
金
因
な
ど
伝
統
文
化
を
誇
る
盤
室
を
訪
閲
丈
る
乞
イ
ム
が
増
え
t
。
最
近
は
旅
行
雑
誌
や
一
般
誌
が
し
ば
し
ば
日
本

省
】

を
誇
る
。
［国
際
交
流
基
金
】

1を【
国特
際集
交。
昨
流
基
年
金
は
鍔】
妓
が
来
た
際
、
当
地
紙
の
一
面
を
飾
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
「サ
ユ
リ
l「
ラ
ろ
ヒ・
女
ム
ラ
4
l
の
4
ど
一
乏
も
強
い
。

・
タ
イ
で
は
日
本
の
影
響
を
う
け
タ
イ
版
の
「
一
村
一
品
運
動
」
(O
T
O
P
と
い
う
）
が
盛
ん
だ
が
、
ま
だ
日
本
の
地
域
ブ
フ
ン
ド
が
十
分
に
知

地
域
ブ
ラ
ン
ド

・
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
の
は
哀
翻
大
阪
長
崎
J
広
島
。
最
近
ヱ
は
北
海
道
も
ム
想
。
【
国
際
交
流
基
金
】

地ら
れ方
ての
い特
る色
とあ
はる
言物
い産
がに
た触
いれ

。しる
か機
し会
上も
記徐の

々通
にり
増、
え地
て左
いる

。［
国••n
際
交る
流ダ
基イ
人金

協］
行
考
（名
く
は
I
J,-
,
.々
・）
が
潰
云
ス
1こ
l
t-
が
1ヽ

・
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
「
ァ
ー
メ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

・
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
・
「Z

メ
．
2
z
•
l
と
ョ
ン

．
料
理
笠
の
新
し
い
文
化
を
免
信
丈
る
国

lと
思
2
工
い
る
の
は
7
.
8

'!
l!

文あ
る
。

そ
の
他
料
理
笠
の
新
し
い
文
化
を
発
信
丈
る
国
1と
黒
っ
ェ
・
日
本
製
品
や
日
本
食
、
ア
ニ
メ
・
芸
能
と
い
っ
た
日
本
文
化
な
ど
、
日
常
的
に
「
日
本
」
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
且
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

い
る
!
D
.
Iふ
6
7
％
丈
あ
i
i
,
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
概
し
て
好
意
的
"
(
J
N
T
O
訪
日
旅
行
誘
致
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
7/
20
0
8
)
【国
土
交
通
省
】
・日
本
製
品
は
高
品
質
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り(
、J
おN
T菓O
子訪
や日
電旅
化行
製t
委品
粒な
ハど
ンの
ドブ
中`
1‘
 
こ
は
、
日
系12
0企
0
8業
Hが
国生
十産
守
し
涌
て
省
い
な1
 く
て
も
日
本
的
な

に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

I→
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ぶ
ク
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内
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官
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「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
発
信
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
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⑥
鑑
賞
・
経
験
（趣
味
人
）

ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン

ア
ニ
メ

・
百
ニ
メ
こ
つ
い

I.
J-
1:
い甲
い

1
0
%
 •

 
。
(A
S
E
A
N
主
要
6

カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
］

．
 
．
百
ニ
メ
こ
つ
い
っ

し
—
い
甲
っ
い

8
%
こ

い
．
 
．
百
ニ
メ
こ
つ
い
っ

し
—
い
甲
っ
い

1
3
%
 

(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
［
外
務
省
】

゜
・ド
ラ
え
も
ん
が
有
名
。
そ
の
他
一
部
の
ア
ニ
メ
が
放
映
さ
れ
る
こと
が
あ
る
が
、
そ
の
回
数
は
多
く
な
い
。
（以

下
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り
一
部
記
載
l全
21
名
が
回
答
）
日
本
の
ア
ニ
メ
は
教
育

・日
本
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
人
気
は
高
く
、
様
々
な
ア
ニ
メ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
吹
き
替
え
で
放
映
さ
れ
て
・
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
人
気
が
非
常
に
高
く
複
数
の
局
で
数
多
く
放
映
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ケ
ー
的
、
ま
た
健
康
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
含
め
幅
広

人
気
を
博
し
て
い
る
。
ア
ニ
メ
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
放
映
の
ほ
か
、
一
般
の
テ
レ
ピ
局
で
も
ア
ニ
メ
が
放
ブ
ル
T
V
の
2
局
で
は
2
4
時
間
放
送
し
て
お
り
、
コ
ス
プ
レ
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
。
［国
い
年
齢
層
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
だ
と
思
う
。
l（
特
に
ア
ニ
メ
映
画
に
つ
い
て
）
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
や
音

映
さ
れ
て
い
る
。
［国
際
交
流
基
金
】

際
交
流
基
金
】

声
な
ど
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
り
繊
細
な
性
格
を
あ
た
え
て
お
り
｀
そ
れ

マ
ン
ガ

・
ア
ニ
メ
欄
と
同
様
【
外
務
省
】

・ア
ニ
メ
欄
と
同
様
【外
務
省
】

・ド
ラ
え
も
ん
．
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
．ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
．
名
探
偵
コ
ナ
ン
の
穀
語
訳
済
み
の
単
行
本
が
安
価
で
販

・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
マ
ン
ガ
が
多
く
流
通
し
て
い
る
な
ど
、
非
常
に
人
気
の
高
い
ジ
ャ
ン
ル
で
・
日
本
マ
ン
ガ
の
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
翻
訳
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
英
語
版
輸
入
マ
ン
ガ
の
普
及
は
高
匹
さ
れ
て
お
り
、
読
者
は
非
常
に
多
い
。（
以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
マ
ン
ガ
は
今
の
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
た
ち

あ
る
。
書
店
の
マ
ン
ガ
コ
ー
ナ
ー
で
は
．
ほ
と
ん
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
日
本
の
マ
ン
ガ
（
翻
訳
版
）
で
占
め
ら
れ
価
な
た
め
一
部
宮
裕
層
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
他
方
こ
こ
数
年
国
席
の
マ
ン
ガ
雑
誌
が
発
行
に
；
；
：
：
”
ご
悶
i
力
了
：
！
］
；
；
＄
：
：
：
：
：
，
ン
ん
力
：
：
：
：
う
え
し
：
｛
こ
：
：
）
り
三
：
ぇ
9:
9分仁
9ど

て
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
マ
ン
ガ
の
影
響
が
大
声
い
作
品
が
目
守
つ
。
［国
際
交
流
基
金
】
も
た
ち
に
前
向
き
な
精
神
を
教
え
て
く
れ
る
。
Iマ
ン
ガ
吝
涌
じ
て
日`
本
の
文
化
・
風
習
・
民
族
性
吝
目
る
こ
と

ケ
ー
ム
1日
巴
氾
五
宣
言
摩
：
竺
有
将
恐
号
認
ぷ
1孟己｀
｀
：
］
ご
掌
：
ご
叫
竺
芦
げ
？
王
｀
了
茫
？
：
：
日
｀
｀
；
：
三
叩
；
；
な
勺
f
ら
ば
緊
竺
言
‘
：
店
素
寄
号
叫

・
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
和
映
画
か
ら
得
て
い
る
の
は
．
6
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。

(
A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
］

・
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
吝
映
画
か
ら
得
て
い
る
の
は
．
2
0
％
で
あ
る
。
(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
・
上
映
さ
れ
る
映
画
の
9
9
％
は
輸
入
映
画
で
あ
り
、
特
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
占
め
る
割
合

•
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
吝
映
画
か
ら
得
て
い
る
の
は
．

24
％
で
あ
る

。
(A
SE

AN
主
要

6カ
国
に
お
け
る
対

対
日
世
詮
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

が
高
い
。
日
本
映
画
の
影
は
薄
く
、
業
界
関
係
者
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
映
画
興
行
収
入
日
世
論
詞
査
2
0
0
8
年
）
【
外
務
省
］

•4
年
ほ
ど
前
に
北
野
武
監
督
の
「
座
頭
市
」
が
商
業
映
画
館
で
上
映
さ
れ
た
も
の
の
、
商
業
映
画
館
で
上
の
う
ち
日
本
映
画
か
ら
の
収
入
は
5
％
程
度
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
。
映
画
D
V
D
N
C
D
に
お
・
ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
の
映
画
が
放
映
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
韓
国
映
画
、
ア
メ
リ
カ
映
画
が
大
半
を
占
め
る
。

け
る
売
れ
筋
は
、
韓
国
映
画
と
欧
米
映
画
ピ
ソ
ト
作
で
あ
り
、
日
本
映
画
は
売
上
全
体
の
（以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
の
映
画
吝
観
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
1映
画
を
観
る
中
に
、

映
さ
れ
る
映
画
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
際
映
画
祭
で
の
日
本
映
画
上
映
に
は
多
く
5
％
以
下
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
【経
済
産
業
省
】

日
本
の
独
自
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Iホ
ラ
ー
映
画
と
マ
ン
ガ
映
画
が
有
名
な
印
象
が
あ
る
。
【国
際

の
観
客
が
集
ま
る
な
ど
潜
在
的
に
日
本
映
画
の
人
気
は
高
い
も
の
が
あ
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

・
日
本
映
画
（ア
ニ
メ
以
外
）の
商
業
上
映
は
ホ
ラ
ー
映
画
が
年
間
数
本
ほ
ど
上
映
さ
れ
る
交
流
基
金
】

の
み
。
「
リ
ン
グ
」
や
「
呪
怨
」
の
成
功
が
画
期
的
。
知
識
人
、
映
画
関
係
の
間
で
は
黒
澤
、

な
ど
の
海
外
で
評
価
の
高
い
芸
術
作
品
も
人
気
が

映
画

2 8  

放
送
番
組
1・
数
年
に
1
本
日
本
の
ド
ラ
マ
の
吹
替
版
が
地
元
テ
レ
ピ
局
で
放
映
さ
れ
る
も
の
の
、
旦
杢
Q
ピ
乞
四
涅
・全
国
ネ
ッ
ト
局
で
時
々
日
本
製
ド
ラ
マ
を
放
映
し
て
い
る
が
、
数
Qよ
又
は
圧
倒
的
に
襲

•
一
部
の
日
本
語
放
送
が
時
と
し
て
国
営
放
送
で
越
語
訳
で
放
映
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
回
数
は
多
く
な
い

。

（ア
ニ
メ
以
外
）
：
口
字
：
蘊
溢
言
:
:
i
f
高
い
た
め
、
現
在
は
敬
遠
さ
れ
韓
国
ド
ラ
マ
な
ど
が
多
く
放
映
さ
れ
る

Ii
普竺
点1

謬応
く：

；ょ
翌悶

芯‘
ヽこ

；；
：｝

各種
ケー

ブル
局

1；；
］只

翠芦
芸畠

屯覧
；ご

嘉：
門り

：：
冒：

：ぶ
：合

竺ぇ
は塩

］；
；;

;~
農！

関；
t~

音
楽

‘‘`
• 
こ
つヽ

し
4
い
甲
、

(A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
l

当
地
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
曲
は
、
五
輪
真
弓
の
「
心
の
友
L(
1
9
8
7
年
）で
あ
る
。
J
-
P
O
P
で
1古
浜
崎

あ
ゆ
み
｀
宇
多
田
ヒ
カ
ル
ー
ラ
ル
ク
・
ア
ン
・
シ
エ
ル
な
ど
の
人
気
が
高
い
。
【国
際
交
流
基
金
】

4
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
．
5
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。
(A
S
E
A
N

こ
つヽ

L
—
い
甲
っ
い

7
％
こ

主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

込
。（
A
S
E
A
N
主
要
6
カ
国
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
2
0
0
8
年
）
【外
務
省
】

・
日
本
人
歌
手
の
メ
ロ
デ
ィ
を
活
用
し
た
ポ
ッ
プ
ス
が
人
気
を
博
す
な
ど
、
興
味
を
も
つ
人
は
多
い
が
、
T
V
で
も

・
8
0
年
代
よ
り
日
本
ポ
ッ
プ
ス
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
い
く
つ
か
ヒ
ッ
ト
し
て
き
た
が
、
な
か
な
か
放
映
さ
れ
ず
、
C
D
等
も
ほ
と
ん
ど
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
触
れ
る
機
会
は
非
常
に
少
な
い
。

最
近
の
J
ポ
ッ
プ
の
普
及
は
遅
れ
気
味
。
宇
多
田
ヒ
カ
ル
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ブ
Iは
有
名
。
（以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
日
本
の
音
楽
は
他
国
と
は
違
う
と
聞
い
て
い
る
。
Iア
ニ
メ
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
は
、

昨
年
よ
り
ポ
サ
ノ
パ
ブ
ー
ム
で
小
野
リ
サ
の
知
名
度
は
突
出
し
て
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】
若
者
に
と
っ
て
な
じ
み
や
す
い
音
楽
だ
。
ま
た
、
J
P
O
P
、
特
に
浜
崎
あ
ゆ
み
．
キ
タ
ロ
ー
．
x
-
J
A
P
A
N
．
宇

飾
デ
ザ
イ
ン
等
に

・
日
本
の
フ
ァ
‘ノ
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
、
「
ハ
ラ
ジ
ュ
ク
lと
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
、
「ハ
ラ
ジ
ュ
ク
」
を
テ
ー
1ね
誓
芦
芦
芦
霜
翌
茫
竺
翌
弄
累
ぷ
）
そ
Iファ
ソ
シ
ョ
ン
J
雑
伝
c
a
nし`
c
‘
a
m
N
o
n
-
n
五
ふ
四
ぶ
霊
霜
羞
翡
は
［
土

マ
に
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

;
}
f
る
こ
と
が
あ
る
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
名
前
な
ど
は
浸
透
し
て
い
な
い
。
【国
際
交
流
基

；；
；i

；g
さよ

ば：
⑰：

:t
ぷば

：よ
k万

りB
O)
；ょ
；：
巴：
］~
:旦
］：
］芦
;;
り］
：、
ら：
］息

十
，
＾
＝
、

ヽ
．
出
庄

9—
＋
土
＋
ヽ
璽

4
螂
士
＝
ニ
ー
'
‘
て

9
9
よ‘’
庄
庄
L
,
~
口
＋
＋
紹
介
す
る
と
き
に
は

ラ`
ン
が
多
く
、
触
れ
る

一
日
租
未
｝
口
今
U
J
頂
へ
物
Iみ
X
1
い
と
予
州
U
J
莉
百
。
ヘ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て

の
稽
味
わ
う
lと
い
う
感
性
は
興
味
深
い
。
9す
し
．
コ
ロ
ッ
ケ
う
ど
ん
が
ま
ず
有
名
。
【国
際

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
の
大
都
市
で
は
．
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
敷
存
在
し`
「
寿
司
」
や
「
天
ぷ
ら
」
な
ど
も
ポ

日
本
食
・
食
材
lピ
ュ
ラ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
が
、
地
方
の
小
規
模
都
市
で
は
、
日
本
食
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
も
の
で

あ
る
。
食
材
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
の
日
本
食
ス
ー
パ
ー
で
空
輸
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
非
常

伝統文化I
~，

ヽi筐
豆忌育

｀~；
る三二

喜詈言
言詈；

：髯％
勺;~

:言i
阿詈詞

言嘉。時そ
とのし、口ょ

｀｀｀
こロ

・
日
本
そ
の
も
の
の
情
報
が
少
な
い
の
で
地
域
名
ま
で
で
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
「
広
島
l「
長
崎
l（
同
じ

地
域
ブ
ラ
ン
ド
l・
哀
郎
J
広
島
な
ど
の
名
前
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
地
方
都
市
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
余
り
な
じ
・
大
分
の
一
村
一
品
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
同
様
の
運
動
が
一
部
地
方
で
進
め
ら
れ
て
載
争
体
験
国
と
し
て
）
．
「
東
京
l「
京
都
1「
北
海
遵
lが
有
名
。（
以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
日
本
に
つ
い
て
の

み
が
な
く
、
有
名
な
都
市
は
、
東
京
大
阪
く
ら
い
で
あ
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

い
る
。
【国
際
交
流
基
金
】

詳
し
い
状
況
は
知
ら
な
い
が
、
T
V
で
の
印
象
で
、
ど
こ
も
と
て
も
清
潔
で
綺
麗
な
印
象
が
あ
る
。
1古
い
建
物
の

そ
の
他
1言
信
号
屋
塁
言
言
塁
璽
言
[
1四
誓
五
伍
厨
こ
OB
ぷ
覧
品
芦
銹
［
三
寸
ヽ
と
し
つ
と
力
あ
る
の
力
nら己
二

出
典
：H
2
0
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1
0
.2
2
内
閣
官
房
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
発
信
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
資
料
h
ttp
:/
/
w
w
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a
n
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o
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/j
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in
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e
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y
o
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a
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⑦
観
光
（
観
光
客
）

I
 

付
録
1
.
「A
s
ia
n
の
ニ
ー
ズ
」
デ
ー
タ
集
⑧

l
 

（平
成
2
2
年
4
月
～
12
月
日
本
の
国
際
空
港
で
の

聞
き
取
り
調
査
約
18
00
0
人
）

0
%
 

5暉
IO
O%
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日
本
食
を
食
ぺ
ぷ
ユ
：

ショ
ッピ
ング

繁
襲
街
の
街
歩
き

自
然
・
景
勝
地
観
光

榛
館
に
宿
泊

温
泉
入
浴

日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験

蔓
捐
館
・
博
物
館

日
本
の
生
活
文
化
体
験

ナイ
5
ィフ

ビ
ジ
ネ
ス

罰
族
・
知
人
訪
開

テ
ー
マ
パ
ー
ク

四
季
の
体
惑

ィペ
ント

自
熱
体
験
ツ
ア
ー
・
農
盪
村
体
験

巽
台
覧
賞

映
爾
・
ア
ニ
メ
縁
の
地
を
訪
問

ス
ポ
ー
ツ
観
扇

ゴル
フ

ス
キ
ー

治
鑽
・
健
診

・
今
回
し
た
こ
と

胃
次
回
し
た
い
こ
と

2
2
3
%
 

l
 

晶
］

♦
g
a
外
鴫
鍬
2,
43
9,
81
6
人
（
錆
囀
53
,8
％
増
、
シ
ェ
ア
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①
冠
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術
／
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究
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育
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産
業
／
事
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展
開
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冒
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西
と
世
界
主
要
国
の
G
D
P
比
較
(
2
0
0
8
年
）

慣
H
が
い
H饂
朱
い
い

日
本

中
国

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
入

ロ
シ
ア

カナダl
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澤
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叫
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燐
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世
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ォ
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ォ
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華
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＊
世
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／
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／
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競
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／
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⑥
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菜
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／
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.l9
：ュ
‘＇」
・全
で
平
娑
文
；
：：
財
政
（四
I(;
 

t1
~) 

国
宝
数
l重
要
文
化
財
数

6
 

10
2
 

55
 

8
0
7
 

2
2
6
 
2
,2
41
 

61
 

6
9
2
 

20
 

4
6
9
 

98
 

1,
37
7 

（注
）
20
10
年
5
月
i
ll
現
在

（
資
料
）
文
化
庁
調
ヘ

法
燈
叫
i
i
が
宋
か
ら
伝
え
た
金
t
.
I
1寺
昧
咽
の
襲
滋
工
科
I

考
案
さ
れ
た

千
和
J
体
に
よ

9
パ
噂
で
割
始

茶
道
か
ら
派
生

~
 

~
 

~
 
~
 
~
 
~
 
~
 
~
 
~
 
~
 
~. ~

 
• ~ ▼
 

• ▼
 

• ・
 

• ▼..
.
..
..
..
..
..
...
.
...
...
. 

（資
料
〉
閏
治
安
且
料
1．
：合
保
I賣
相
互
会
社
“関
西
を
考
え
る
ー
会
「始
ま
t
)
は
I町
j西
ー
改
馴
．
．
｛
i
｝
、

;;I
([哀
ン
ド
ご｝
ミ
ッ
チ
ィ
［
プ
ラ
ン
ド
資
訊
報
臼
書
J
(2
00
(ふ
JO
)

⑦
巻
財
（関
西
の
様
々
な
シ
ー
ズ
を
取
巻
く
サ
ポ
ー
ト
環
境
）

関
西
国
際
空
港

出
典
：
「
関
西
文
化
産
業
戦
略
」
近
畿
経
済
産
業
局
2
0
0
7
年
お
よ
び
「
I
N
V
E
S
T
O
S
A
K
A
 2
0
1
0
-
2
0
1
1
】
（
大
阪
市
作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）



関
西
二
府
四
県
で
今
起
き
て
い
る
こ
と

（
人
口
流
出
入
を
見
込
ん
だ
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
）

二
府
四
県
在
住
者
（
外
国
人
含
む
）
：
2
0
0
5
年
→
1
5
年
△
5
4
万
人

9
0
0
年
で
人
口
が
4
分
の
3
に
な
る
と
い
う
か
く
り
ベ
ー
ス
の
減
少
［
丁

8
5
年
後
に
は
現
役
世
代
か
せ
口
！
に
な
る
と
い
う
恐
る
べ
色
ペ
ー
ス
の
減
少

↓
増
壁

△
9
b
%
 

3 3  

0
-
M
織
人
口
の
増
減
：

2
0
0
5
年
2
9
百
万
人
→
2
0
9
5

9
5
b
4
歳
人
口
の
増
減
：

2
0
0
5
年
9
3
9
百
万
人
→
2
0
9
5
年
m
.4
百
万

b
5
織
以
上
の
人
口
：

↓
絶
対
敬

2
0
0
5
年
4
9
百
万
人
→
2
0
9
5
年
I5
.b
百
万
A|

，
 
△
99
%
 

↓
増
璽

パ
96
%

↑
己
の
中
の
7
5
歳
以
上
の
人
口
：

↓
絶
対
敬
↓
増
減

2
0
0
5
年
9.
8
百
万
人
→
2
0
9
5
年
1
2
.b
百
万
A||
+8
b
万
A|
+
4
9
%
 

関
西
と
全
国
の
経
済
見
通
し
総
括
表

｛
前
年
比
．
％
）

6
7年
度
0
8年
度
砂
年
度

名
目
総
生
席

関
西
0.
2 
-"'
2.
6 
A
 3
.7
 

“
を
困
j

(0
筍
(A
 4
6
)
 

実
質
総
生
光

関
西
0.
8 
A
 2
.3
 
▲
 4
4
 

む
碑
）

g
①
 
（A
H
)
 
(.
..
2
l
)
 

民
間
最
終
消
費
支
出
関
西
2.
5 

• 
0.
3 
▲
 0
.6
 

（念
景:
,

位
め
（▲
2
0)
 
{l
.2
) 

民
問
住
宅
投
資
関
西
▲
 1
3.
5 
.A. 
7.
5 
.&
 
14
.0
 

（念
淫）

（
▲
 1
45
) 
｛J
.
11
) 
a
K
 2
1
3
)
 

民
岡
企
業
殴
備
投
資
関
西
.. 
1.
6
 
.& 
8.
3 
.A. 
0.
3 

（窯
潤）

6
 3) 
a
し
7
万

政
府
最
終
間
費
支
出
関
西
0.
8 
0.
5
1
 
3.
7 

炉沿
避）

(l 
2)
 
(J,
. 
0
4
)
 

公
的
因
定
溢
本
形
成
関
西
.&. 
6.
2 
▲
7.
l 

｛全
国）

U
し
4
9
)
a
」
i
7}

{l
l 
5}
 

純
移
出
入

関
西
0
.4
 
.A. 
2.
1 
.6. 
4.
3 

｛
寄
与
度
）

（全
窪）

(
U
)
 
（▲
し
l)

鉱
．
i
項
を
生
裔
指
数
＇ 
関
西
▲
〇
.1
|
▲
9.
8
|
 ▲
 8

冷
1

＊
出
典
：
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
席
研
究
員
藻
谷
浩
介
氏
作
成
資
料

＿，ニ
ー

（
表
注
！
）
関
西
し
か
冬
tI
・
実
質
総
生
江
伸
び
本
は
、
2｛
姻
年
度
ま
む
炉
巽
絨
値
，
；
悩
百
鷲
以
盗
が
当
出
見
通
し，
関
阿
の
集
賞

総
生
追
伸
び
謬
需
要
項
目
別
内
訳
は
、
四
⑳
匂
度
ま
で
が
安
績
値
推
計
値
，
J
0
年
度
以
降
が
晋
奎
．
見
通
し
。
ま
た
、

饂
の
名
H
•
実
質
総
生
産
栂
托
噂

l
(G
帥
成
艮
布
）
・
及
び
需
要
項
目
1↑
翫
比
2O
l
g
年
度
ま
で
が
実
績
値
．
れ
）
i
l

年
度
以
降
が
当
室
見
通
し
C

｛
表
注
2)
①
実
質
G
D
P成
長
寧
と
そ
の
需
要
項
且
内
訳
ぺ
②
関
西
の
実
質
総
生
産
伸
び
皐
は
い
ず
れ
も
連
鎖
方
式
ベ
ー
ス
だ
が
、

②
の
霊
要
項
目
別
内
訳
に
つ
い
て
は
一
連
鎖
方
式
ベ
ー
ス
公
表
筐
が
な
い
こ
と
か
ら
．
隣
々
の
名
目
実
績
値
を

匡
内
総
生
産
の
需
要
項
目
別
デ
フ
i
ク
ー
タ
で
除
し
た
値
を
実
績
推
計
値
i
;
.
、
い
こ
れ
を
基
に
見
通
し
を
置
い
て
い
る
。

（
賓
料
）
内
閣
寄
f
県
民
経
済
計
算
J、
f
国
民
経
済
計
算
J
他
い
）
三
菱
東
京
頂
刃
銀
行
経
済
顎
査
室
作
成
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分
頚

ヒ
ア
リ
ン
グ
・講
演
会
か
ら
得
ら
れ
た
現
状
・
課
題

関
連
取
組
み

I
 
関
西
で
の
取
組
み
機
関

全
体
に
関
し
て

・府
市
融
合
、
広
域
連
合
融
合
な
ど
関
西
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
戦
略
が
必
要
。

・大
阪
都
構
想
、
道
州
制
（関
西
州
）

I
・大
阪
府
・
市
、
関
西
広
域
連
合
•
関
西

・
中
国
・韓
国
＋
A
S
E
A
N
十
イ
ン
ド
の
パ
ラ
ン
ス
を
見
た
戦
略
が
必
要
。

I
 
1
地
域
振
興
財
団

•
前
例
に
も
国
籍
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
な
発
想
が
必
要

。
I
 
I
 
I
 

①
教
育
研
究
（
留
学
生
／
・
日
本
語
学
ぶ
学
生
が
減
っ
て
き
て
、
中
国
語
や
韓
国
語
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

研
究
者
）

・
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
固
（
日
本
語
の
教
育
機
関
）を
拡
大
す
べ
き
。

・
日
本
の
文
科
系
大
学
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
。

・大
学
・研
究
機
関
・公
的
機
関
の
誘
致

・大
商
、
大
阪
外
国
企
業
誘
致
セ
ン
タ
ー

・
日
本
語
の
壁
、
入
学
時
期
の
問
題
が
大
き
い
。

(0
-
BI
C
）
、
大
阪
府
・市

•
高
校
留
学
生
の
日
本
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
見
つ
か
り
に
く
い

。
・留
学
生
に
対
す
る
入
試
制
度
（
日
本
語
の
み
）
や
入
学
時
期
の
改
定

・
大
阪
大
、
京
都
大

•
生
活
費
の
高
い
日
本
で
勉
強
す
る
に
は
、
ア
ル
パ
イ
ト
が
欠
か
せ
な
い
が
制
約
が
厳
し
い

。
・里
親
制
度
の
設
立

•本
当
に
生
活
に
困
る
と
悪
い
方
向
に
行
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
フ
ォ
ロ
ー
が
大
事

。
・
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
就
労
ピ
ザ
の
緩
和

・留
学
生
を
観
光
大
使
と
し
て
使
い
た
い
。

・在
留
資
格
認
定
の
弾
力
的
運
用

・
日
本
の
学
生
と
ア
ジ
ア
の
学
生
の
交
流
の
場
を
作
る
べ
き
、
定
住
者
と
留
学
生
の
交
流
を
活
発
に
し
た
い
。

・来
日
～
日
本
語
習
得
～
大
学
～
就
職
～
定
住
に
い
た
る
留
学
生
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
・ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
（ア
ジ
ア
1
8
カ
国
と
の
交
流
）

・
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

必
要
。

・せ
っ
か
く
日
本
に
留
学
し
た
ア
ジ
ア
の
大
学
生
も
日
本
で
就
職
で
き
ず
に
海
外
に
行
っ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。
・大
学
交
流
に
よ
る
相
互
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
日
本
人
学
生
が
タ
イ
の
N
P
O
、
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
・和
歌
山
大
学
ー
タ
イ
大
学

ン
シ
ッ
プ
を
行
う
）

留
学
生
の
採
用
支
援
（
中
小
企
業
等
）

・
大
商
、
大
阪
労
働
局

②
興
業
・
勧
業
（投
資
家
／
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
＿
シ
ア
な
ど
が
日
本
の
ハ
イ
テ
ク
ヘ
の
投
資
意
向
が
あ
る
。

事
業
主
）

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
企
業
に
と
っ
て
、
ベ
ス
ト
の
イ
ン
フ
ラ
、
人
材
、
税
率
を
提
供
す
る
の
が
E
D
B
の
役
割
。

・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
良
い
人
材
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
企
業
が
来
る
と
い
う
考
え
の
下
、
楽
し
い
生
活
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
提
供
を
強
化
し
て
い
る
。
(I
R
,F
1
)

・ア
セ
ア
ン
諸
国
に
は
日
本
に
対
し
展
示
商
談
会
等
を
通
じ
日
本
市
場
に
参
入
し
た
い
業
者
が
多
い
。

・
外
国
企
業
誘
致

・
大
商
、
大
阪
外
国
企
業
誘
致
セ
ン
タ
ー

・
日
本
で
商
売
を
し
た
く
て
も
手
続
き
が
複
雑
で
法
規
制
が
厳
し
す
ぎ
る
。

・双
方
向
の
投
資
支
援
、
国
際
投
資
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

(0
-B
I
C
）
、
大
阪
府
市

・外
国
系
企
業
が
日
本
国
内
で
活
動
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・I
N
V
E
S
T
関
西
（関
経
連
、
J
E
T
R
O
大

阪
、
近
畿
経
産
局
等
）

•
関
西
の
特
色
あ
る
産
業

·技
術
の
菩
積
を
ど
う
活
か
す
か
が
課
題

。
・
入
国
・
再
入
国
審
査
の
緩
和
、
在
留
資
格
認
定
の
迅
速
化

・I
R
に
よ
る
M
IC
E
機
能
強
化
が
必
要
。

•
国
際
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
ス
の
創
成

・大
商
、
国
循
、
大
阪
府
市

・イ
ン
フ
ラ
整
備
（ピ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
展
示
場
の
整
備
）

・I
R
部
会
提
言

③
勤
労
・稼
業
（就
労
者
／
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
ス
キ
ル
、
経
験
、
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
人
材
は
V
IS
A
な
ど
の
条
件
緩
和
し
、
永
住
権
も

I
 

出
稼
ぎ
）

と
り
や
す
い
。

I
 

＇ 
・
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
研
修
生
は
日
本
に
来
た
が
っ
て
い
る
が
V
IS
A
が
下
り
に
く
い
。

・
在
留
資
格
「
人
文
・
国
際
業
務
分
野
」
取
得
の
要
件
に
「
外
国
人
特
有
の
文
化
的
知
識
や
感
性
を
生
か
し
た
活
躍
」
＇

と
い
う
条
件
が
あ
り
、
一
般
販
売
業
務
に
従
事
で
き
な
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
ッ
ク
や
舞
踊
の
仕
事
な
ど
に
な
っ
て
し

ま
う
。

I
 

・
ア
ジ
ア
の
高
度
人
材
育
成
で
日
本
の
歴
史
文
化
的
背
景
を
学
ぷ
こ
と
が
自
国
の
産
業
育
成
に
役
立
っ
て
い
る
。
・日
本
文
化
体
感
プ
ロ
グ
ラ
ム

＇ ~ 
・
P
R
E
X
、
歴
史
街
道

・
ア
ジ
ア
が
必
要
と
す
る
国
際
研
修
を
関
西
で
も
っ
と
実
施
す
ぺ
き
。

・
日
本
の
大
学
を
卒
業
し
外
国
企
業
の
日
本
支
社
に
勤
め
た
く
て
も
条
件
が
厳
し
す
ぎ
る
。

・来
日
す
る
外
国
企
業
の
社
員
の
要
件
が
親
会
社
に
1
年
継
続
雇
用
が
条
件

・
日
本
で
働
き
た
く
て
も
働
き
口
が
な
い
。
幹
部
に
抜
擢
さ
れ
に
く
い
。

④
健
康
・介
護
（
患
者
／
老
・
タ
イ
の
病
院
は
保
険
や
言
語
対
応
で
進
ん
で
い
る
。

人
）

・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
富
裕
層
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
く
人
多
い
。
(V
I
S
A
要
ら
な
い
、
言
葉
の
心
配
な
い
イ
ン
ド
人

医
師
）

・
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
お
金
持
ち
は
日
本
の
高
度
医
療
に
期
待
し
て
い
る
が
、
医
療
費
と
言
語
の
・
外
国
人
医
師
の
規
制
緩
和

問
題
が
あ
る
。

・
日
本
で
は
医
療
通
訳
を
で
き
る
人
が
少
な
い
。（
観
光
客
や
定
住
者
に
も
必
要
）

・外
国
人
医
師
に
よ
る
診
療
機
会
の
確
保
（母
国
語
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
受
け
た
い
）

・フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
心
優
し
く
、
教
育
レ
ベ
ル
も
高
く
、
看
護
師
・介
護
士
に
適
し
て
い
る
。

・看
護
師
、
介
護
士
試
験
の
規
制
緩
和
（
日
本
語
の
壁
）

・
日
本
で
は
看
護
師
・介
護
福
祉
士
試
験
に
不
合
格
の
場
合
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
滞
在
で
き
な
い
。
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＇ 
関
西
で
の
取
組
み
機
関

分
類

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
講
演
会
か
ら
得
ら
れ
た
現
状
・課
題

関
連
取
組
み

I
 

⑤
暮
ら
し
・
居
住
（長
期
滞
在
・
成
功
し
て
い
る
人
は
医
者
・
弁
護
士
な
ど
高
度
人
材
。

者
／
永
住
者
）

・
知
識
階
級
の
人
は
子
弟
の
教
育
に
関
心
が
高
い
。

・
外
国
人
子
弟
の
教
育
問
題
に
関
す
る
整
備
（ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
、
日
本
語
支
援
等
）
が
必
要
。

•
永
住
権
の
取
得
の
た
め
の
条
件
が
厳
し
い
し
、
帰
化
し
て
い
な
け
れ
ば
選
挙
権
な
い

。

・
一
般
の
ア
ジ
ア
人
も
良
い
日
本
人
と
の
め
ぐ
り
合
い
が
あ
っ
て
こ
そ
活
躍
で
き
る
が
、
そ
の
他
は
、
夢
や
希
望

が
も
て
な
い
人
が
多
い
。

・
日
本
社
会
が
ま
だ
ア
ジ
ア
人
に
偏
見
を
持
っ
て
い
る
。

・
日
本
語
が
で
き
な
い
と
住
み
づ
ら
い
。
日
本
語
が
で
き
て
も
馴
染
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。（
文
化
の
違
い
）

・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
た
め
日
本
人
と
在
日
外
国
人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
。
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ア
ジ
ア
歌
謡
祭
の
開
催
（在
関
西
ア
ジ
ア
人
の
交
流
）

•関
西
ア
ジ
ア
人
協
会

・
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
（民
族
音
楽
・踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
や
民
族
料
理
の
模
擬
店
｀
ア
ジ
ア
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
年
1
度
開
催
）

⑥
鑑
賞
・
経
験
（趣
味
人
）
・
ア
ニ
メ
、
J
P
O
P
、
電
気
製
品
、
食
文
化
な
ど
日
本
の
ソ
フ
ト
文
化
に
興
味
を
持
つ
ア
ジ
ア
人
は
多
い
。

・
ス
ク
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
（海
外
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
銹
致
、
邦
画
に
よ
る
P
R
)

1
・
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ア
ニ
メ
シ
ョ
ー
は
大
成
功
だ
っ
た
。

I
 
I
 

・
日
本
の
ド
ラ
マ
な
ど
の
ソ
フ
ト
文
化
は
ア
ジ
ア
ヘ
の
影
響
力
大
き
い
。

I
 

・
ア
ジ
ア
は
“
お
し
ん
”
の
影
響
で
親
日
国
が
多
い
。

＇ 
・
日
本
は
文
化
予
算
が
足
り
な
い
。

I
 

・I
R
収
益
に
よ
る
文
化
振
興

1・
IR
部
会
（提
言
）

⑦
観
光
（観
光
客
）

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
富
裕
層
や
企
業
家
な
ど
高
度
人
材
を
集
め
る
た
め
、
F
1
や
IR
（カ
ジ
ノ
）
を
誘
致
し
、
・
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業

・
大
商
、
大
阪
府
市
、
大
阪
観
光
コ
ン
ベ

永
住
権
も
と
り
や
す
く
し
て
い
る
。

・
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致

ン
シ
ョ
ン
協
会

・
産
業
観
光
等
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
誘
致

・
大
阪
・
神
戸
・京
都
と
の
連
携
で
M
I
C
E
誘
致

・I
R
に
よ
る
富
裕
層
の
誘
客、
M
I
C
E
誘
致

・I
R
部
会（
提
言）

•
関
西
の
認
知
度
が
低
い

。
京
都
、
大
阪
は
関
西
で
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

。
・
大
阪
城
、
中
之
島
な
ど
の
整
備
に
よ
る
魅
力
度
ア
ッ
プ

・
大
商
、
大
阪
府
、
大
阪
市

•
関
西
の
魅
力
を
明
確
に
し
て
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

。
• K
A
N
S
A
I
 
W
in
d
o
w
（
日
英
中
韓
に
よ
る
K
A
N
S
A
Iの
歴
史
文
化
か
ら
産
業
ま
で
カ
バ
ー
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

•
関
西
地
域
振
興
財
団

・
留
学
生
を
活
用
し
て
、
ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど
多
言
語
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
が
重
要
。

活
用
）

・
団
体
旅
行
、
個
人
旅
行
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
こ
と
が
重
要
。

・
買
い
物
エ
リ
ア
の
整
備
（
あ
べ
の
・天
王
寺
）

・大
商
、
大
阪
市

・
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
本
当
に
ア
ジ
ア
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
の
か
調
べ
る
価
値
は
あ
る
。

・
観
光
客
に
対
す
る
利
便
性
の
向
上
。（
案
内
板
の
多
言
語
化
、
交
通
網
の
整
備
、
通
訳
ガ
イ
ド
等
）

•
各
種
サ
イ
ン
の
多
言
語
化
推
進

・
大
商
、
大
阪
市

・
道
路
整
備
（ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
）

I•
関
経
連
、
同
友
会

（提
言

）

・
阪
神
港
の
整
備

•関
経
連
、
同
友
会

（提
言

）

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
な
に
わ
筋
線
、
関
空
リ
ニ
ア
等
の
鉄
道
路
線
整
備

•関
経
連
、
同
友
会

（提
言

）

•
関
空
強
化

(L
C
C
誘
致
、
貨
物
ハ
ブ
｀
路
線
充
実

）
•
関
空

・
V
I
S
A
が
と
り
に
く
く
、
日
本
に
来
れ
な
い
ア
ジ
ア
人
が
多
い
。

・
国
際
会
繕
の
誘
致
は
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
た
上
で
、
知
事
・市
長
な
ど
が
ト
ッ
プ
外
交
的
に
進
め
る
べ
き
。
・I
R
構
築
と
関
西
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
併
設

・I
R
部
会
（提
言
）



提
言
団
体

2
0
0
3
年
1
月

関
西
経
済
同
友
会

謂
査
企
画
部
会

（部
会
長
）

浅
田
和
男
（N
T
T
西
日
本
）

寺
田
千
代
乃
（ア
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

（委
員
）

青
戸
邦
嗣
（大
林
組
）

他
委
員
33
名

提
言
相
手
＝
記
者
発
表

20
11
年
5
月

関
西
経
済
同
友
会

呂
I了
品
芹
共
生
を
考
え
る
委
員
会

大
林
屑
11
郎
（大
林
組
）

（副
委
員
長
）

井
垣
太
介
（北
浜
法
律
事
務
所
）

小
谷
寿
平
（イ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
ブ
）

椿
本
哲
也
（椿
本
興
業
）

安
本
伸
行
（山
九
）

横
江
友
則
（ス
ル
ッ
と
K
A
N
S
AI)

他
副
委
員
長
22
名

提
言
相
手
＝
記
者
発
表

20
11
年
4
月

関
西
経
済
同
友
会

観
光
推
進
委
員
会

（委
員
長
）

福
島
伸
一
（関
西
国
際
空
港
）

（副
委
員
長
）

加
島
敏
幸
（ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

加
藤
高
弘
（
日
本
航
空
）

北
村
陽
（大
広
）

木
村
撻
司
（
全
日
本
空
輸
）

久
保
明
代
（
プ
ロ
ス
パ
ー
）

柴
田
1言
（
J
R
西
日
本
）

太
地
悦
雄
（
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
）

難
波
正
人
（竹
中
工
務
店
）

野
口
和
義
(
J
T
B
西
日
本
）

山
本
高
弘
（近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
）

横
江
友
則
（ス
ル
ッ
と
K
A
N
S
AI)

吉
野
国
夫
（ダ
ン
計
画
研
究
所
）

他
副
委
只
長
23
名

提
言
相
手
＝
記
者
発
表

こ
れ
ま
で
の
関
西
経
済
同
友
会
か
ら
の
ア
ジ
ア
と
関
西
関
連
提
言
I
 ・
冒
1
1
-

問
題
意
識
と
提
言
目
標

A
s
ia
n
の
ニ
ー
ズ
・課
題

く
テ
ー
マ
＞

［海
外
全
体
の
ニ
ー
ズ
】

「
真
の
国
際
化
」
に
よ
る
関
西
の
活
性
化

• I
n
v
e
st
m
e
n
t
 

②
興
業
・
勧
業
（投
資
家
／
事
業
主
）

く
問
題
意
謀
＞

③
勤
労
・
稼
業
（就
労
者
／
出
稼
ぎ
）

関
西
の
長
期
低
迷
は
、
域
外
か
ら
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
を
呼
び
込
む
魅
力
も
⑤
暮
ら
し
・
居
住
（長
期
滞
在
者
／
永
住
者
）

努
力
も
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
国
際
空
港
や
国
際
会
謙
場
な
ど
高
コ
ス

ト
の
ハ
コ
モ
ノ
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
活
か
し
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

•l
nt

el
l;g

en
ce

 
戦
略
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
産
業
や
高
付
加
価
値
型
の
①
教
育
・研
究
（一
流
教
授
・研
究
者
・
技
術
者
・留
学
生
）

製
造
業
な
ど
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
産
業
を
呼
び
込
む
こ
と
も
育
て
る
②
興
業
・
勧
業
（パ
イ
オ
関
連
ペ
ン
チ
ャ
ー
）

こ
と
も
で
き
て
い
な
い
。

③
動
労
・稼
業
（研
究
者
・
知
的
技
術
者
）

⑤
暮
ら
し
・居
住
（長
期
滞
在
者
／
永
住
者
）

<
1是
言
目
標
＞

日
本
の
そ
し
て
関
西
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
、
広
く
世
界
中
か
ら
、
企

•l
nd

;v
;d

ua
l 

業
や
投
資
（I
n
v
e
s
tm
e
n
t)
、
優
れ
た
知
恵
や
技
術
(
in
te
ll
;
ge
n
c
e
)、
交
流
⑤
暮
ら
し
・
居
住
（長
期
滞
在
者
／
永
住
者
）

と
活
気
を
も
た
ら
す
人
(I
n
d
iv
id
ua
l
)を
呼
び
込
む
「
真
の
国
際
化
」
を
実
現
⑥
鑑
賞
・
経
験
（
趣
味
人
）

す
る
た
め
の
関
西
の
魅
力
と
努
力
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

⑦
観
光
（
観
光
客
）

く
テ
ー
マ
＞

ア
ジ
ア
と
の
人
材
交
流
で
関
西
に
活
力
を

く
問
題
意
謙
＞

ア
ジ
ア
で
の
日
本
経
済
の
相
対
的
地
位
が
低
下
し
た
中
で
、
日
本
が
今

後
も
発
展
・
成
長
す
る
に
は
ア
ジ
ア
と
の
共
生
が
必
須
。
ア
ジ
ア
の
新
興

国
に
お
い
て
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
ア
ジ
ア
か
ら
の

高
度
人
材
｀
と
く
に
留
学
生
に
着
目
し
彼
ら
を
ど
の
よ
う
に
関
西
に
呼
び

込
み
、
育
て
、
定
着
さ
せ
る
か
が
課
題
。

＜
！
是
言
目
標
＞

ア
ジ
ア
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
時
代
に
、
関
西
か
ら
ア
ジ
ア
の
未
来
産
業
を
担

う
人
材
が
育
ち
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
関
西
を
ハ
ブ
と
し
て
交
流
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
必
要
な
場
所
づ
く
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、
人

材
受
け
入
れ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
詞
査
研
究
し

提
言
す
る
。

く
テ
ー
マ
＞

イ
ン
パ
ウ
ン
ド
ッ
ー
リ
ズ
ム
新
時
代

～
閲
西
か
ら
は
じ
め
る
「お
も
て
な
し
宣
言
」
～

く
問
題
意
謙
＞

少
子
高
齢
化
や
人
口
滅
少
が
進
行
し
、
経
済
が
長
期
に
わ
た
り
停
滞
し

て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
観
光
振
興
は
内
需
拡
大
、
地
域
活
力
増
進

の
切
札
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
関
西
は
、
1
l
!
1
性
豊
か
な
都
市
と
グ
ル

メ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
豊
富
な
歴
史
・
文
化
遺
産
な
ど
の
多
様
で
魅
力
的
な

観
光
資
源
を
有
し
、
官
民
の
様
々
な
団
体
が
外
国
人
観
光
客
銹
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

樗
；
ば
霞
孔
社
g
者
・
技
術
者
・
留
学
生
）

・教
育
品
賓
、
教
育
シ
ス
テ
ム
、
大
学
管
理
能
力
の
向
上

•
高
度
技
術
・
ス
キ
ル
の
獲
得

③
勤
労
・
稼
業
（研
究
者
・
知
的
技
術
者
）

・
企
業
人
材
（特
に
中
間
管
理
糊
や
リ
ー
ダ
ー
）
の
育
成

•
海
外
か
ら
の
協
力
を
求
め
て
い
る

・
日
本
企
業
就
職
へ
の
高
い
意
欲
と
希
望
（イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

採
用
情
報
等
）

|【
中
国
か
ら
の
観
光
客
ニ
ー
ズ
J

⑦
一
般
観
光
（観
光
客
）

•
関
西
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い

・パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
案
内
な
ど
多
言
語
対
応
が
不
十
分

言
葉
の
壁
で
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
楽
し
め
な
い

・求
め
る
エ
ン
タ
メ
と
既
存
エ
ン
タ
メ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

・乏
し
い
エ
ン
タ
メ
情
報
、
困
難
な
チ
ケ
ッ
ト
入
手

④
観
光
＋
僅
康
・介
護
（
患
者
／
老
人
）

・
言
葉
の
壁

•
選
択
余
地
の
無
さ

・
ビ
ザ
申
請
手
続
き
の
煩
雑
さ

<
1是
言
目
標
＞

•他
国
に
比
し
て
高
い
費
用

昨
年
度
、
「
関
西
の
歴
史
・
文
化
と
観
光
を
考
え
る
委
員
会
観
光
分
科
①
観
光
＋
教
育
・研
究
（研
究
者
・
技
術
者
・学
生
・
留
学
生
）

会
」
は
日
本
、
関
西
の
観
光
振
興
の
現
状
、
課
題
を
整
理
し
、
観
光
立

・
教
育
旅
行
（
修
学
旅
行
）

圏
•関
西
の
実
現
へ
向
け
採
る
べ
き
方
策
に
つ
い
て
網
羅
的
か
つ
体
系
・
企
業
視
察
研
修

立
て
て
提
言
を
行
っ
た
。
本
提
言
は
、
そ
れ
を
具
現
化
し
て
、
中
国
を
は
じ
③
観
光
＋
興
業
・
勧
業
（投
資
家
／
事
業
主
）

め
と
す
る
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
観
光
客
を
、
も
っ
と
多
く
関
西
へ
銹
致
す
る
た
・
興
味
あ
る
部
分
に
つ
い
て
見
学
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ

め
に
、
今
後
ど
う
行
動
す
ぺ
き
か
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
あ
る
。

・
予
約
手
法
が
わ
か
ら
な
い

K
a
n
s
a
iの
シ
ー
ズ
を
中
心
と
し
た
提
言

• I
n
v
e
s
tm
e
n
t
 

⑦
巻
財
ー
首
長
自
ら
が
外
資
銹
致
の
責
任
者
と
し
て
活
動

ー
大
阪
市
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
「
大
阪
都
市
再
生
•
投
資
誘
致
本
部
」
を

設
置

一
投
資
誘
致
の
た
め
の
基
本
的
環
境
整
偏
（税
制
・
規
制
緩
和
・
雇
用

制
度
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
・
ベ
イ
法
）

ー
内
需
拡
大
型
投
資
の
促
進
（都
心
に
お
け
る
建
て
替
え
促
進
・

都
市
環
境
改
善
）

• I
n
te
lh
ge
n
c
e
 

①
冠
最
ー
一
流
の
教
授
や
研
究
者
を
世
界
中
か
ら
招
聘
す
る
（特
別
処
遇
・

規
制
緩
和
・
研
究
環
境
）

一
優
秀
な
留
学
生
を
呼
び
込
む
と
と
も
に
日
本
に
定
着
さ
せ
る
（
ス
カ
ウ

ト
・イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
・留
学
生
活
サ
ポ
ー
ト
）

ー
大
学
制
度
改
革
（競
争
原
理
・経
営
学
事
分
離
・
規
制
緩
和
）

一
優
秀
な
知
的
技
術
者
を
呼
び
込
む
（
就
労
資
格
規
制
繰
和
・
税
制
・

労
働
•
生
活
環
境
づ
く
り

）
ー
大
阪
北
部
地
域
を
医
疫
•
生
命
科
学
分
野
の
メ
ッ
カ
に
（
大
阪
大
学
に

パ
イ
オ
産
業
銹
致
本
部
設
置
・
研
究
支
援
税
制
•
特
許
政
策
）

I●
提
言
I
l情
報
発
信
巨
留
字
生
を
呼
ひ
込
む
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

①
冠
最
（学
術
／
研
究
／
教
育
／
産
業
／
事
業
展
開
）

・
ア
ジ
ア
現
地
拠
点
で
の
商
工
会
等
の
日
本
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
留
学
生
募
集

情
報
発
信
に
利
用
す
る
。

・
大
学
が
ア
ジ
ア
の
有
力
高
校
を
訪
問
し
関
西
で
学
ぷ
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
リ
ク

ル
ー
ト
を
行
う
。

③
歓
祭
（関
西
と
ア
ジ
ア
の
競
演
／
人
の
入
交
じ
り
の
場
つ
く
り
）

・
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ロ
ポ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
閲
西
企
業
が
積
極
的
に
支
援
し

関
西
を
ア
ビ
ー
ル
す
る
。

•
修
学
旅
行
・
研
修
旅
行
な
ど
｀
若
年
膚

（中
学
·
高
校

）の
間
に
日
本
を
経
験

さ
せ
、
彼
ら
が
世
代
を
超
え
て
日
本
に
来
る
よ
う
な
選
択
肢
・
動
機
付
か
を

提
供
す
る
。

◆
提
言
Il
【受
け
入
れ
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
】

（
受
け
入
れ
に
関
し
て
）

⑦
巻
財
（
関
西
の
様
々
な
シ
ー
ズ
を
取
巻
く
サ
ポ
ー
ト
環
境
）

・企
業
が
進
出
国
に
日
本
語
や
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
習
を
教
え
る
研
修
セ
ン
タ
ー

や
進
出
国
の
大
学
に
日
本
語
や
実
学
を
教
え
る
寄
付
講
座
を
開
設
す
る

・
留
学
生
選
抜
試
験
は
英
語
の
み
で
も
受
験
で
き
る
よ
う
に
し
、
英
語
の
授
業
・

講
義
の
比
率
を
高
め
る

（留
学
生
の
生
活
に
関
し
て
）

⑦
巻
財
（関
西
の
様
々
な
シ
ー
ズ
を
彩
る
サ
ポ
ー
ト
環
境
）

• l
nd
;v
;d
ua
l 

④
貫
歳
（歴
史
を
貫
く
世
界
遺
産
／
名
所
・旧
跡
／
新
名
所
）

一
新
た
な
魅
力
の
創
造
に
よ
る
関
西
の
集
客
観
光
の
強
化
（御
堂
筋
を

世
界
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
ト
リ
ー
ト
に
）

⑤
勘
オ
（伝
統
芸
能
／
工
芸
／
文
化
／
伝
統
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

ー
関
西
の
文
化
的
魅
力
を
高
め
る
（伝
統
芸
能
文
化
向
上
・若
者
向
け

新
文
化
創
造
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
）

⑦
巻
財
（関
西
の
様
々
な
シ
ー
ズ
を
取
巻
く
サ
ポ
ー
ト
環
境
）

ー
快
適
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
の
環
境
の
整
億
（ホ
ス
ビ
タ
リ
テ
ィ
・
美
し
い

景
観
・
自
然
・
治
安
改
善
）

ー
外
国
人
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
生
活
環
境
の
整
備
（外
国
人

子
弟
教
育
環
境
・
外
国
人
向
け
医
疫
環
境
）

最
後
に
関
西
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
(
@
K
a
n
s
a
;
運
動
）

ー
関
西
を
愛
し
、
関
西
に
誇
り
を
持
つ
企
業
、
行
政
、
個
人
の
パ
ワ
ー
を

結
集
し
、
関
西
で
作
ら
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ピ
ス
、
自
治
体
発
信
情
報
に

@
K
a
n
s
a
;
を
標
記
し
ア
ピ
ー
ル
。

・
留
字
生
の
居
住
環
境
の
整
備
（企
業
の
遊
休
寮
・
社
宅
・
保
養
所
な
ど
の

留
学
生
宿
舎
へ
の
転
用
、
古
い
集
合
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
）

・
外
国
人
医
師
に
当
該
国
人
に
限
っ
て
医
疫
行
為
を
認
め
る
医
師
免
許

互
換
制
度
や
医
攪
特
区
制
度
を
早
期
に
実
現
す
る
。

（卒
業
後
の
就
職
に
関
し
て
）

⑦
巻
財
（関
西
の
様
々
な
シ
ー
ズ
を
取
巻
く
サ
ポ
ー
ト
環
境
）

•
自
治
体
や
大
学
、
企
業
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
や
す
い
制
度
面

財
政
面
の
基
盤
整
備

・
留
学
生
に
特
化
し
た
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
情
報
提
供
等

・
留
学
生
に
関
す
る
滞
在
ビ
ザ
の
資
格
審
査
基
準
の
緩
和

③
収
祭
（関
西
と
ア
ジ
ア
の
競
演
／
人
の
入
交
じ
り
の
場
づ
く
り
）

・夏
季
な
ど
の
長
期
休
暇
中
に
も
の
づ
く
り
企
業
と
学
生
の
交
流
の
場
づ
く
り

◆
提
言
m
【場
と
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
】
⇒
日
本
人
と
の
交
流
の
場
お
よ
び
留
学
生

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

③
歓
祭
（関
西
と
ア
ジ
ア
の
競
演
／
人
の
入
交
じ
り
の
場
づ
く
り
）

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
定
期
的
に
交
流
で
き
る
接
点
を
整
備
す
る

・
ア
ジ
ア
の
学
生
同
士
の
交
流
拠
点
を
作
り
｀
学
生
を
引
き
受
け
、
留
学
の

動
機
付
け
に
も
す
る

②
観
彩
（コ
ン
テ
ン
ツ
／
ソ
フ
ト
／
イ
ベ
ン
ト
／
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）

・キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
構
想
を
見
据
え
て
、
産
学
で
留
学
生
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る

|♦
提
言

l
l
お
も
て
な
し
」
力
U
P
で
愛
さ
れ
る
関
西
に
！

関
西
な
ら
で
は
の
歴
史
文
化
羞
ら
し
の
体
験
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
1
閣
西

⑦
巻
財
（支
援
環
境
）
十
④
貫
歳
（歴
史
・
旧
跡
・名
所
）⑤
勘
オ
（伝
統
文
化
）

の
医
保
観
光
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
関
西
広
域
連
合
な
ど
か
ら
情
報
発
信
を
）

•関西
の歴史

・風土
、豊
かな
文化
と温
かな
人情
味で
外国
人観
光客
を1
①
冠
最
＋
匹
彩
十
③
歓
祭

関
西
ら
し
い
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
迎
え
よ
う
と
い
う
関
西
全
体
の
機
運
、

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
産
業
観
光
（海
外
か
ら
の
教
育
旅
行
猿
致
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

一
体
感
を
高
め
る
た
め
、
「
関
西
お
も
て
な
し
宜
言
」
と
推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
積
極
的
に
活
用
を
関
西
先
端
の
健
康
・
美
容
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、
プ
ロ
モ
ー

●
提
言
11
関
西
ま
る
ご
と
「
言
梧
パ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
実
現
を
＇

⑦
巻
財
（関
西
の
様
々
な
シ
ー
ズ
を
取
巻
く
サ
ポ
ー
ト
環
境
）

官
民
合
同
の
多
言
語
推
進
組
織
の
立
上
げ
を
！

（役
割
：情
報
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
行
政
な
ど
に
よ
る
公
的
捕
助
な
ど
予
箕
確
保

多
言
語
案
内
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
の
検
討
）

各
業
界
で
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
も
う
！

（ポ
ッ
プ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、
パ
ッ
ジ
を
活
用
と
し
た
W
e
l
c
o
m
e
表
示
、

分
か
り
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
翻
訳
、
店
頭
で
の
案
内
手
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

交
通
機
関
の
マ
ッ
プ
統
一
）

◆
提
言
m
こ
れ
ぞ
関
西
の
底
力
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
を
9

①
冠
最
十
②
観
彩
十
③
歓
祭

・
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
医
僚
観
光
（医
薬
品
、
値
康
機
器
、
美
容
家
電
関
連
企
業
と
の

連
携
に
よ
る
、
鍵
康
増
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
‘
ノ
フ
ト
な
医
疫
観
光
モ
デ
ル
創
出
．

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
企
業
の
参
入
を
促
し
、
関
西
な
ら
で
は
の
産
業
観
光
に

昇
葦
を
）

②
観
彩
十
⑤
勘
才
十
⑦
巻
財

・
外
国
人
向
け
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
（ノ
ン
パ
ー
パ
ル
・
パ
フ
ォ
＿
マ
ン
ス
の

創
造
や
常
設
公
演
化
．
情
報
発
信
・
当
日
チ
ケ
ッ
ト
割
引
販
売
等
）

◆
提
言
w
ロ
コ
ミ
効
果
も
狙
え
！
IT
に
よ
る
U
V
E
な
観
光
情
報
発
信
を
＇

⑦
巻
財
個
人
観
光
客
向
け
観
光
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
制
作

・
効
率
的
な
関
西
観
光
情
報
サ
イ
ト
の
構
築

・I
T
を
活
用
し
た
「
開
放
型
観
光
」
の
推
進
（外
国
人
観
光
客
で
も
、
鉄
道
な
ど

を
使
い
自
由
に
ど
こ
ま
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
る
施
策
の
実
施
と
、
そ
の
感
想

や
新
た
な
発
見
を
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
で
地
域
の

隅
々
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
を
浸
透
さ
せ
る
）
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認
知
度
同
上
と
活
匠
化
を
日
指
し
～
L
淀
芦
砿
去
』

［
関
西
の
課
題
］

［
課
題
解
決
の
方
向
性
］

・
東
京
一
極
集
中
の

•
関
西
の
知
名
度
を
高
め
、
強
み
を
持
つ
産
業
に
フ
ォ
ー

進
行
や
域
内
消
費

カ
ス
を
当
て
、
外
資
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
る
大
規
模
な

カ
の
衰
退
に
よ
り
低
国
際
会
議
・
展
示
会
を
誘
致

迷
す
る
関
西
経
済

•
関
西
の
持
つ
強
み
や
魅
力
を
戦
略
的
に
連
携
・
融
合

の
活
性
化

さ
せ
、
惰
報
発
信
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
る
国
際
都

・成
長
著
し
い
ア
ジ
ア

··►
市
間
競
争
力
の
向
上

の
活
力
の
関
西
へ

•
海
外
か
ら
の
訪
問
客
を
増
や
し
、
関
西
一
円
に
経
済

の
取
り
込
み

波
及
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
具
体
的
且
つ
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
仕
掛
け
作
り

3 7  

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
導
入
の
意
義
と
効
果

①
関
西
の
認
知
度
の
向
上

・
大
規
模
な
国
際
会
謙
・
展
示
会
の
開
催
、
並
び
に
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
」
関
西
の
認
知
度

が
向
上
す
る

②
経
済
効
果
の
創
出

•
関
西
へ
の
観
光
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
が
創
出
さ
れ
る

・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
と
周
辺
施
設
で
の
雇
用
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
が
創
出
さ
れ
る

・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
と
周
辺
施
設
、
並
び
に
関
西
の
他
親
光
施
設
と
の
相
乗
・
波
及
効
果
が
創
出

さ
れ
る

③
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
（
都
市
間
競
争
力
の
向
上
）

•
国
際
的
な

MI
CE
施
殷
が
関
西
に
整
備
さ
れ
る

•
関
西
に
新
し
い
日
本
初
と
な
る
よ
う
な
国
際
的
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
創
出
さ
れ
る

•
関
西
の
既
存
の
文
化
・
芸
能
・
歴
史
の
発
展
・
機
能
整
備
に
繋
が
る

・
交
通
網
や
標
繊
（多
言
栢
化
）等
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
整
備
に
繋
が
る

④
国
際
的
産
業
競
争
力
の
強
化

•
関
西
域
内
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
れ
が
活
発
化
し
、
域
内
物
流
量
が
活
性
化
す
る
他
関
西
国

際
空
港
や
各
種
交
通
網
等
の
産
業
基
盤
の
発
展
・
強
化
に
資
す
る

・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
の
来
訪
を
契
機
に
、
関
西
の
強
み
を
有
す
る
産
業
・
技
術
に
内
外
の
耳
目

が
集
ま
る
事
で
、
こ
れ
ら
産
業
力
の
更
な
る
発
展
に
繋
が
る

•
海
外
訪
問
客
の
増
加
に
伴
い
、
関
西
の
国
際
化

（外
国
人
の
受
入
れ
等

）が
促
進
さ
れ
る

•
海
外
企
業
の
関
西
へ
の
進
出
が
促
さ
れ
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
強
化
に
繋
が
る

・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
収
益
・
税
収
を
国
際
競
争
力
向
上
に
資
す
る
よ
う
な
各
種
イ
ンフ
ラ
・産
業

振
興
に
還
元
す
る

統
合
型
リゾ
ー
ト
導
入
の
タ
イ
ミン
グ

［
関
西
］
関
西
広
域
連
合
等
に

よ
る
関
西
一
体
と
し
て
(
J
)

活
性
化
、
連
携
気
運
(
J
)

高
ま
り

［
国
内
］
・
カ
ジ
ノ
国
内
開
設
に
関

す
る
法
整
備
の
議
論

•
国
内
複
数
エ
リ
ア
で
(
J
)

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
誘
致

に
向
け
た
動
き

［
海
外
］
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等

周
辺
国
も
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
誘
致
へ
動
き

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

国
内
で
の
誘
致
成
功
に

を
誘
致
す
る
に
は

は
他
エ
リ
ア
に
先
ん
じ
た

国
際
競
争
わ
観
点
か
ら

好
機
，

検
討
・
準
償
が
必
要

も
先
行
開
発
が
有
利

ぷ
子
機
を
逸
す
と
今
後
の
国
際
＼
旧
市
間
競
争
に
て
劣
後
す
る
泊
態
へ

lll
lll
ll9
||l
|||
|
,1
幽9|'
99|’
||||
||ll
l999
ll9’
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関
西
の
復
権
が
果
た
せ
ず
、
地
域
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る
可
能
性
も

関
西
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
域
内
で
の
猿
輪
を
進
め
、
関
連
法
制
定

の
暁
に
は
、
機
を
逸
せ
ず
に
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
べ
き

①
関
西
の
認
知
度
の
向
上

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
機
能
、
MI
CE
機
能
を
整
え
、
大
規
模
な
国
際
会
繕
や
農
示
会
の
開
催
を
増
や
し
、

経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
層
を
取
り
込
む
事
で
、
訪
問
客
の
増
加
を
図
り
」
関
西
の
認
知
度
の
向

上
、
ひ
い
て
は
関
西
へ
の
海
外
企
業
の
銹
致
を
目
指
す
！

②
関
西
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
活
性
化

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
に
よ
り
ヒ
ト
・
モ
ノ
・カ
ネ
の
流
れ
が
活
発
化
す
る
事
で
、
関
西
国
際
空
港
を
含
む
国
際

的
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
活
性
強
化
を
図
る
＇

③
関
西
の
真
の
国
際
化

海
外
か
ら
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
取
り
込
み
に
は
関
西
自
体
の
国
際
化
（外
国
人
の
受
入
れ
等
）が
菫
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
導
入
を
契
機
に
、
関
西
の
真
の
国
際
化
を
促
進
さ
せ
る
！

④
税
収
の
地
元
還
元

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
税
収
を
周
辺
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
傭
や
中
小
企
業
支
援
等
に
還
元
し
、
持
続
的
な
地
域
開
発
・

産
業
振
興
を
図
る
！

⑤
関
西
既
存
資
源
と
の
融
合
に
よ
る
差
別
化

関
西
の
世
界
的
な
観
光
資
源
、
産
業
・
技
術
力
を
統
合
型
J
ゾ
ー
ト
に
融
合
さ
せ
、
他
の
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
と
の
差
別
化
を
図
り
、
競
争

優
位
性
を
高
め
る
！

特
に
，
観
光
資
源
と
の
融
合
で
は
、
関
西
の
既
存
の
文
化
・
芸
能
の
育
成
に
寄
与
し
、
関
西
一
円
の
広
域
観
光
に
繋
が
る
よ
う
な
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
狙
い
、
又
、
産
業
・
技
術
力
と
の
融
合
で
は
、
海
外
企
業
の
関
西
へ
の
進
出
を
促
し
、
将
来
的
な
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
強
化

を
狙
う
！

⑥
持
続
的
な
運
営

複
数
の
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
、
競
争
原
理
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
施
設
の
更
新
と
サ
ー
ピ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
し
、

地
域
と
共
生
し
た
持
続
的
な
運
営
を
図
る
！

展
示
場
：8
0,
00
0ポ
、
会
譜
室
：6
万
人
収
容
可
能

（着
席
25
,0
00
人、
15
8、
O
O
O
mり
、
バ
ン
ケ
ッ
ト
:1
0,
00
0
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＾
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冷
ゆ
心
•
く

5％
程度
の規
模で

、依
存症
対策

•安
全対

策を
充分

盛り
「
カ
ジ
ノ
2
箇
所
（
全
体
施
設
の
5％
程
度
の
面
積
）

⑥
エ
ン
～
タ
ロ
；
；
心メ̀
:
`
能
―l̀̀̀̀
`̀i

五
：
三
；
レ
コ
；
ご
ぷ
：
‘
`
ご
百
五
豆
呵
岳
言
溢
這
元
博
物
館
、
美
術
館
、
劇
場
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
禄
地
他

--
--
--
--
--
-
-
-
-
-
--
-
-
」
言
這
墨
豆
歪
孟
亭
：：
三
；
;
ー、
玉
芦
；；
；
；
～五
-
-
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•
•
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-
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•
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•
日
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~ 
-
-

る
水
蕗
（
水
上
タ
ク
シ
ー
バ
ス
）
、
水
路
：
循
環
水
上
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
、
陸
路
：循
環
パ
ス

表
記
の
案
内
標
靡

多
言
語
表
記
の
案
内
標
攪

芸二墨
□已E立巴

‘：こで竺ぎ
］：ここ（：

：：ニニ：•
:＾ー。一口]：：三

言三）：
：

ー
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ー一
“`
”
”
⇔
ぶ
心
"
"
-
―
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”
"
“
-
•
々
ペ

⑧
周
辺
の
既
存
抱
設
と
の
『
水
路
』
等
に
よ
る
移
動
手
段
の
整
傭
海
外
訪
問
客
に
優
し
い
案
内
標
靡
等
の

墾雙
態•

--
-』
り控
竺堕
竺竺

竺想
竪竺
更：
だ聾

出シ
•-
--
•

⑨
ア
ク
セ
ス
機
能

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
ア
り
セ
ス
整
備

（関
西
国
際
空
港
か
ら
の
高
速
船
•
I
\
リ
運
航
等

）

特
色

関
西
が
持
つ
強
み
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
に
「
連
携
・
融
合
」

［
関
西
が
持
つ
強
み
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
］

■
海
外
他
都
市
と
の
差
別
化
要
素

後
背
地
に
あ
る
歴
史
的
文
化
遺
産
・
観
光
地

技
術
力
に
秀
で
た
企
業
・産
業
の
集
積

国
内
他
都
市
へ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
利
便
性

■
国
内
他
都
市
と
の
差
別
化
要
素

•国
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
・
規
模
面
で
最
適
地
の

存
在

・公
有
地
且
つ
実
質
未
利
用
地
で
あ
り
、
開
発
が

現
実
的

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
周
辺
既
存
施
設

•
関
西
国
際
空
港

(2
4時
間
運
営
、
発
着
枠
）

実
現
に
向
け
て
の
課
題

①
行
政
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
ブ
と
サ
ポ
ー
ト

②
関
西
の
国
際
対
応
力
の
向
上
策

③
地
元
へ
の
経
済
的
還
元
策
（
含
む
税
制
）

■
後
背
地
の
観
光
資
源
と
の
連
携
機
能

＝
関
西
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

関
西
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
文
化
・
芸
術
を
ブ
レ
体

験
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
西
観
光
ボ
イ
ン
ト
の
予
約

や
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
•
関
連
ツ
ア
ー
の
提
供
等
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ピ
ス
的
に
行
い
、
紐
合
型
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
の

訪
問
客
を
関
西
各
地
の
観
光
資
源
に
有
機
的
に

繋
ぎ
、
関
西
ミ
ー
ジ
ア
ム
自
体
が
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と
な
り
う
る
。

■
産
業
情
報
発
信
機
能

関
西
の
強
み
で
あ
る
産
業
・
技
術
カ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
、

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
を
訪
れ
た
外
国
人
ピ
ジ
ネ
ス
客
や
観

光
客
に
、
解
り
易
く
理
解
せ
し
め
、
関
西
へ
の
海
外
企

業
の
誘
致
や
地
域
経
済
発
展
に
繋
げ
る
。

カ
ジ
ノ
の
以
下
の
機
能
の
う
ち
、
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
を
収
益
面
で
成
立
さ
せ
る
鍵

位
置
付
け
と
な
る
「
収
益
補
完
機
能
」
、
地
元
へ
の
直
接
的
な
経
済
効
果
と
な
る

「
雇
用
創
出
機
能
」
の
二
つ
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

三
都
市
の
国
際
的
認
知
度
が
向
上
す
る

I
 

t
 
集
客
強
化
に
繋
が
る
の
み
な
ら
ず
、
M
I
C
E
誘
致
の
呼
び
水
と
な
る

税
収
を
地
元
の
活
性
化
（
地
域
開
発
、
産
業
振
興
、
文
化
振
興
等
）
の

為
に
還
元
活
用
す
る
財
源
と
な
る

収
益
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
、
収
益
力
に
劣
る
M
I
C
E
機
能
等
を
賄
い
、
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
全
体
と
し
て
の
魅
力
創
出
と
持
続
的
な
事
業
運
営
を
可
能
と
す
る

運
営
に
は
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
り
、
高
い
雇
用
創
出
が
期
待

で
き
、
地
域
活
性
化
に
繋
が
る

④
カ
ジ
ノ
導
入
に
あ
た
っ
て
（
依
存
症
対
策
及
び
治
安
対
策
の
策
定
）

⑤
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
利
便
性
と
魅
力
を
高
め
る
よ
う
な
ア
ク
セ
ス
手
段

⑥
関
西
広
域
観
光
へ
の
波
及
効
果
策
の
具
体
化

⑦
開
発
推
進
体
制

⑧
開
発
コ
ス
ト
を
ミ
ニ
マ
イ
ズ
す
る
よ
う
な
仕
組
み

⑨
関
西
国
際
空
港
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
化



■
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
概
要

3 8  

項
目

内
容

備
考

面
積

7
1
0
K
m
 

世
界
1
8
8
位

（
淡
路
島
程
度
）

（
日
本
3
7
万
7
9
3
0
K
m
、
6
2
位）

人
口

5
1
7
万
人
('
10
年）

世
界
1
1
3
位

（
兵
庫
県
程
度
）

（
日
本
1
2
7
5
9
万
人
、
1
0
位）

主
な
言
語

英
語
、
マ
レ
ー
語
、
北
京
語
、
タ
ミ
ー
ル
語

主
な
宗
教

仏
教
／
道
教
(
4
2
.
5
%
)
、
イ
ス
ラ
ム
教
（
1
4
.
9
%
)

キ
リ
ス
ト
教
(
4
.
8
%
)
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
(
4
%
)
('
10
年）

名
目
G
D
P
2
2
2
7
億
ド
ル
('
10
年）

世
界
4
0
位
（
日
本
5
4
5
8
8
億
ド
ル
、
3
位）

一
人
当
た
り
4
3
,
1
1
6
ド
ル
('
10
年）

世
界
1
5位
（
了
ジ
Z
1
位）

名
目
G
D
P

（
日
本
4
2
,
7
8
2
ド
ル
、
1
7
位）

国
際
会
議
の
7
2
5
件
('
10
年）

世
界
3
位
（
日
本
7
4
1
件
世
界
2
位）

開
催
件
数

（
東
京
1
9
0
件
、
京
都
61
件
、
神
戸
4
5
件
、
大

阪
3
2
件
、
奈
良
1
6
件
、
淡
路
1
2
件）

留
学
生

8
6
,
0
0
0
人
('
08
年）

M
I
T`
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
,
.
I
N
S
E
A
D
な
ど
世
界

受
け
入
れ
数

砂
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
誘
致

日
本
1
2
4
,
0
0
0
人
('
08
年）

外
国
人
患
者
64
.6
万
人
('
08
年）

2
0
1
2
年
に
1
0
0
万
人
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ラ
ベ

受
け
入
れ
数

ラ
ー
を
目
標

外
国
人
観
光
9
1
6
万
人
('
10
年）

韓
国
(
8
7
9
万
人
、
世
界
2
4
位）

客
数

（
世
界
2
6
位）

日
本
(8
61
万
人
、
世
界
3
0
位）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

旅
行
・
観
光

世
界
1
0
位
（
世
界
経
済
政
策
・
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
・
文
化
な
ど
1
4
項
目
を

競
争
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
'0
9
年）

採
点

(
Z
ジ
了
1
位
）

日
本
（
世
界
2
5
位
ア
ジ
ア
3
位）

進
出
企
業
数
約
7
,
0
0
0
社
('
08
年）

日
本
約
2
,8
0
0
社

（
法
人
税
垂
1
7
%
)

（
日
本
の
法
人
税
率
は
約
4
0
%
)

-
-
-.
'"
'-
-
-
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

了
シ
•7
オ
セ
了
二
了
四
('
10
)

中
国
3
0
0
、
香
港
2
5
1
、
台
湾
9
0
、
韓
国
8
8

統
括
拠
点

日
本
7
5

【
会
議
相
手
】

Li
m
 K
o
k
 K
ia
n
g
氏
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
局
長
）
、
P
e
h
Y
i
 H
a
n
（
日
本
韓
国
デ
ィ
ス
ク
部

長）
X
in
H
u
iw
e
n
氏
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
担
当
官
）
（2
01
1.
12
.1
3)
 

【
内
容
】

<
E
D
B
の
ス
タ
ン
ス
＞

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
企
業
に
と
っ
て
、
ベ
ス
ト
の
イ
ン
フ
ラ
、
人
材
、
税
率
を
提
供
す
る
の
が

政
府
だ
と
い
う
考
え
。
企
業
は
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る
。

そ
れ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
雇
用
や
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
。

・
小
さ
な
政
府
に
し
て
、
資
金
を
企
業
に
集
中
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
、
よ
い
循
環
に
持
っ
て

い
く
こ
と
が
出
発
点
。

<
I
R
の
評
価
＞

・
5
~
1
0
年
前
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
安
全
だ
が
つ
ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
従
来
、
よ
い
企

業
が
あ
る
と
人
材
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
、
よ
い
人
材
が
い
る
と
こ
ろ
に
企
業
が

来
る
。
シ
ン
ガ
バ
ー
ル
は
よ
い
人

め
た
め
；
し
い
生
：
ー
フ
ス
ル
の
日

を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
F1
や
lR
（
カ
ジ
ノ
）
の
誘
致
を
行
っ
た
。

・
外
国
の
優
秀
な
人
材
を
集
め
、
国
内
か
ら
優
秀
な
人
材
の
流
出
を
防
ぎ
、
総
合
的
に
見
れ
ば

人
材
育
成
、
人
材
誘
致
、
人
材
固
定
化
に
つ
な
が
る
。

・I
R
は
い
ろ
ん
な
企
業
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
機
能
の
強
化
に
も
な
る
。
社
会
的

な
面
で
心
配
も
あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
強
化
の
た
め
に
は
、
IR
は
よ
い
投
資
だ
と
思
う
。

く
移
民
政
策
に
つ
い
て
＞

・
ス
キ
ル
、
経
験
、
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
人
材
は
歓
迎
。
ど
の
産
業
で
も
0
k
q
し
か
し
、
単
純
労

働
者
は
こ
れ
か
ら
厳
し
く
な
る
。

・
人
材
を
根
付
か
せ
る
た
め
に
は
、
個
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
高
め
る
か
が
重
要
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
C
E
O
、
役
員
ク
ラ
ス
な
ら
生
活
面
で
の

問
題
は
ま
ず
な
い
。

・
起
業
家
や
富
裕
層
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
投
資
ス
キ
ー
ム
も
あ
り
、
永
住
権
も
と
れ
る
。

く
関
西
の
強
み
に
つ
い
て
＞

•
関
西
の
も
つ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
と
思
う
。
今
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ア
ニ
メ
シ
ョ
ー
や
っ
た

が
大
成
功
だ
っ
た
。
日
本
の
ソ
フ
ト
文
化
に
対
す
る
ア
ジ
ア
人
の
フ
ァ
ン
や
興
味
を
持
つ
人

多
い
。
ア
ニ
メ
、
J
P
O
P
、
電
気
製
品
、
食
文
化
な
ど
。
と
く
に
食
文
化
は
国
際
的
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
も
「
た
こ
や
き
」
は
は
や
っ
て
い
る
。

・
大
阪
に
も
京
都
に
も
特
色
あ
る
企
業
が
あ
り
、
技
術
蓄
積
も
日
本
に
あ
る
。
I
P
H
O
N
E
の
部
品

も
半
導
体
装
置
も
日
本
に
あ
る
。
そ
の
蓄
積
を
ど
う
活
か
す
か
だ
と
思
う
。
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【
目
的
】

本
委
員
会
は
2
0
1
1
年
5
月
に
設
置
さ
れ
、
「
観
光
振
興
」
「
産
業
振
興
」
「
移
住
振
興
」
の
観
点

か
ら
、
関
西
が
ア
ジ
ア
か
ら
選
ば
れ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
き
た
。
昨
年

度
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
「
観
光
振
興
」
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
の
成
果
と
し
て
関
西
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
の
建
設
提
言
を
ま
と
め
発
表
し
た
。
本
年
度
は
「
産
業
振
興
」
「
移
住
振
興
」
に
重

点
を
お
き
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
回
は
1
0
月
1
0
日
か
ら
1
2
日
ま
で
の
3
日
間
の
日
程
で
、
台
湾

を
訪
問
し
、
台
湾
に
お
け
る
産
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て
、
台
湾
政
府
機
関
や
経
済
団
体
な
ど

の
方
々
と
お
会
い
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
参
加
メ
ン
バ
ー
】

原
田
雅
俊
1
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株

常
任
幹
事

団
長

常
務
役
員
関
西
代
表

委
員
長

メ
ン
バ
ー
1
小
椋
和
平
三
菱
商
事
株

理
事
関
西
支
社
副
支
社
長

副
委
員
長

II 
I
加
藤
高
弘
日
本
航
空
株

執
行
役
員
西
日
本
地
区
支
配
人
副
委
員
長

II 
I
久
保
明
代
昧
プ
ロ
ス
パ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役

副
委
員
長

II 
I
廣
野
研
一
三
菱
地
所
僻

大
阪
支
店
副
支
店
長

委
員

II 
I
辰
巳
重
幸
隊
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
バ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役

特
別
参
加

ス
タ
ッ
フ
I守
屋
智
博
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
僻

関
西
渉
外
室
企
画
渉
外
総
括
部
長
委
員
長
ス
タ
ッ
フ

II 
I
曽
根
裕
文
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
僻

関
西
渉
外
室
企
画
渉
外
部
長

委
員
長
ス
タ
ソ
フ

II 
I
明
新
英
範
三
菱
商
事
個

機
械
・
新
産
業
金
融
事
業
部
I副
委
員
長
ス
タ
ッ

新
産
業
金
融
事
業
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

II 
I
絹）
ii
直
I昧
大
林
組

1
理
事
経
営
企
画
室

大
阪
企
画
部
部
長

I代
表
幹
事
ス
タ
ッ

II 
I
矢
島
健
株
大
林
組

経
営
企
画
室

I代
表
幹
事
ス
タッ

大
阪
企
画
部
企
画
課
副
課
長

II 
1
小
倉
由
紀
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
條
大
阪
秘
書
室
課
長

I代
表
幹
事
ス
タッ

事
務
局
1
本
宮
亜
希
子
（一
社
）
関
西
経
済
同
友
会

企
画
調
査
部

【
日
程
】

了
：
；
三
言
］
］
占
：
：
ら
談
市
）
内
視
察
）

③
行
政
院
世
界
企
業
誘
致
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
訪
問

【I
n
v
es
t
T
a
iw
a
n
 S
e
r
vi
ce
 C
e
n
te
r
】

・
外
資
企
業
が
台
湾
に
進
出
す
る
際
の
各
種
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
司
っ
て
い
る

・
日
系
企
業
を
含
め
た
外
資
系
企
業
へ
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
同
所
の
機
能
に
つ
い

て
聴
取

・
日
系
企
業
の
進
出
に
対
応
す
る
日
本
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聴
取

④
呉
明
機
経
済
建
設
委
員
会
副
主
任
表
敬

⑤
夕
食
会
ゲ
ス
ト
：
江
丙
坤
総
統
府
資
政
顧
問

対
日
交
流
組
織
「
三
三
会
」
会
長

・
台
湾
で
も
特
に
知
日
派
で
あ
る
江
氏
と
H
台
関
係
や
今
後
の
両
国
の
関
係
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
（
特
に
経
済
の
観
点
か
ら
）

詞
月
―
f
i
甘
"|
ー・
一台
北
駅
発
新
幹
線
に
て
新
竹
へ
移
動
―
-
-

（金
）

⑥
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
視
察

【
総
論
】

・
台
湾
の
産
業
集
積
の
現
場
で
あ
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
な
か
で
も
、
は
じ
め
に
出

来
た
新
竹
市
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
視
察

・
同
地
区
の
成
り
立
ち
や
現
在
の
企
業
集
積
の
状
況
、
人
材
の
確
保
策
、
そ
の
た
め
に

行
な
わ
れ
て
い
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
に
つ
い
て
聴
取

⑦
工
業
技
術
院
訪
問
（
察
清
彦
董
事
長
表
敬
）

・
工
業
技
術
院
が
行
な
っ
て
い
る
開
発
の
実
績
や
人
材
確
保
策
に
つ
い
て
聴
取

台
湾
桃
園
国
際
空
港
発
→
関
西
国
際
空
港
着
(2
1
:
0
0
)

＊
半
導
体
や
液
晶
、
P
C
に
代
表
さ
れ
る
台
湾
の
産
業
構
造
は
、
韓
国
の
よ
う
な
大
企
業
中
心

垂
直
統
合
型
で
は
な
く
、
中
小
企
業
中
心
の
水
平
分
業
型
で
、
発
展
し
て
き
た
。

＊
日
本
の
基
礎
技
術
や
先
端
技
術
、
ブ
ラ
ン
ド
、
信
頼
性
な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
を
う
ま
く
取
り

込
み
、
台
湾
の
効
率
的
な
モ
ノ
づ
く
り
や
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
な
ど
商
品
化
力
で
中
国
市
場
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
展
開
す
る
こ
と
が
台
湾
の
戦
略
で
あ
る
。

＊
こ
の
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
、
台
湾
政
府
は
一
丸
と
な
っ
て
、
中
国
と
は
E
C
F
A
（
両
岸
経

済
協
力
枠
組
協
議
）
を
締
結
し
、
日
本
と
は
、
台
日
連
携
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
日
本
へ
の
P
R
を
強
化
し
て
い
る
。

＊
関
西
の
産
業
振
興
を
考
え
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
産
業
を
発
展
さ
せ
る
の
か
戦
略
を
練
り
、

そ
の
実
現
に
必
要
な
ア
ジ
ア
か
ら
の
企
業
誘
致
に
向
け
、
関
西
一
丸
と
な
っ
て
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。



模
塵
設
等
で
の
実
践
学
習

・
搭
乗
手
統
臼
機
内
サ
ー
ピ
ス
違
ホ
テ
ル
冷
レ
ス
ト
ラ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
ピ
ジ
ネ
ス
体
験
謂
座

・
ピ
ジ
ネ
ス
体
験
学
蛮
直
直
か
分
析
か
交
渉
力
罠
咸）

；： (2
月
下
旬
）

4 0  

短
期
留
学
準
備

嗅
英
語
で
白
本
や
世
界
の
歴

吏
文
化
等
を
学
ぷ

事
者
え
る
力
．
、

闘
く
力
を
窟
て
る

り
海
外
で
学
ぷ
力
を
音
て
る

•
留
学
時
の

ー
プ
ィ
ン
グ
、
刀
ル
テ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
や
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
応
な
ど

短
期
留
学
(2
週
間
）

く
米
国
＞
：
タ
ン
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
州
立
迂
髯
で
受
聾

•
ジ
リ
コ
ン
パ
レ
ー
咀
察
叶
底
ぼ
等
）

＊
ジ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
大
手
企
稟
社
員
に
謬
畔

＊
現
地
で
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
惇
瓢
（ジ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
｀
保
剛
園
轡
)

＊
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
煕
学
等
知

＜
英
国
．＞

•
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
ク
ラ
イ
ス
ト
デ
ャ
ー
デ
大
学
~
｀
タ
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ツ
大
学`
リ
ー
ズ
大
学
、
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大

学
轡
に
お
い
て
多
彩
な
学
随
分
野
を
受
謂

・
ハ
ワ
ー
ス
や
ヨ
ー
ク
で
の
校
外
学
習
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
祖
察
等
※
l
,

留
学
生
の
受
入
事
務

を
円
滑
に
造
め
る

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

を
摺
築

教
育
ジ
ス
テ
ム
彗
傭

諷
が
蘊
学
生
を
十
分
に
活
用
で
き

る
ビ
ジ
ネ
ス
較
贄
を
霊
施

曰
本
文
化
の
理
解
と

生
活
サ
ポ
ー
ト

留
学
生
が
日
本
を
理
醤
い
地
域
生

活
を
円
滑
に
送
る
た
め
の
地
讚
忠
動
へ

の
支
摂
や
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

唸窯
、”
‘‘
..
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、

必べ
巡
t
ツ
ヘ
ヽ
．
、
~9
呼
•
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9ヽ
••
•ゞ
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ヽ~
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ふ

lil
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出
典
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阪
府
交
流
財
団
H
p
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叫
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4
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ra
m2
01
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df
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府
内
企
鑽
へ
の
製
瓢

疇
唸
企
業
が
円
潜

に
留
学
生
を
活
用
で
き

る
鐸
を
整
鑽



【資料1】 KAN：観光振興、 SA：産業振興、I：移住振興で、
ASIAのAmenity、 Business、Community-PowerSpot関西を実現し、

関西の元気を取り戻そう！

KIR=Amenity・Hub 
（観光振興） 熊野那智大社東大寺大仏AmenityPower Spot 

うめきた＝BusinessH 
（産業振興） p
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うめきた＝Community-Hub 
（移住振興） チャリナイ

関西経済同友会「アジアが選ぶ関西」を考える委員会

Power Sp 



【資料2】 関西統合型リゾート (KlR)を起爆剤に、
海外からヒト・モノ・カネを呼び込み、関西の活性化を図る！

舞洲配置計画

綱洲旅客ターミナルB

関西統合型リゾート COPYRIGHT_(Q2012 PLANTEC ARCHITECTS INC. ALL RIGHTS RESERVED. 

関西経済同友会 「アジアが選ぶ関西」を考える委員会 （統合型リゾート部会提言より）
42 



KAN：観光振興、 SA：産業振興、 l：移住振興で

ASIAのAmenityBusiness Community-Power Spot関西を実現し、
関西の元気を取り戻そう！
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